
無料体験
グループ募集中！

ひろしまGENKI 体操とは ひろしまGENKI 体操 出張講座 体験グループ募集中
●地域での様々な集まり・老人クラブなど10人以上のグループ
●おおむね60歳以上の方対象
　※会場はお手配ください。　※1時間～2時間、ご希望に応じます。
　※体験後、継続をご希望の場合は、ご相談に応じます。
　※血圧によって受講できない場合があります。

健康寿命を延ばすこと（認知力アップ）を目的に、生協ひろしま
と広島大学で共同研究をすすめている体操プログラムです。
「脳トレ」「筋トレ」「骨トレ」プラス「心トレ（参加者同士のコミュ
ニケーション）」の４つで構成しています。

生協ひろしま 組合員サービスセンターお申し込み
お問い合わせは

月～金 8:30～21:00
土 8:30～19:00

受付
時間0120-500-935

３密を避けて開催します。●参加前に検温、マスクの着用、消毒をお願いしています。●換気を行います。

対象

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。 私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

詰め碁【解答】
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5

全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
創
立
60

周
年
記
念
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、

令
和
４
年
11
月
８
日

（
火
）、
東
京
・
両
国

の
国
技
館
に
お
い

て
、天
皇
皇
后
両
陛

下
の
ご
臨
席
を
仰

ぎ
、全
国
か
ら
老
人

ク
ラ
ブ
代
表
者
850

名
の
参
加
の
も
と
に

盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
広
島
県

老
連
か
ら
は
表
彰
を

受
け
ら
れ
る
方
を

含
め
12
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

第
１
部
式
典
で
は
、
清
家
篤

全
老
連
会
長
か
ら
、表
彰
を
受

け
ら
れ
る
方
々
の
長
年
に
わ
た

る
功
績
に
対
し
て
深
甚
な
る
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
私
た

ち
高
齢
者
が
自
ら
の
意
欲
と
能

力
に
応
じ
て
社
会
の
一
員
と
し

て
の
役
割
を
担
い
、
明
る
く
豊

か
な
長
寿
社
会
を
実
現
す
る
よ

う
創
立
60
周
年
を
新
た
な
門
出

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」

と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
臨
席
さ
れ
た
天
皇
陛
下
か

ら
は「
お
こ
と
ば
」を
賜
り
ま
し

た
。（
次
頁
掲
載
）

続
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
が
行
わ
れ
、
育
成
功
労
者
・

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
・
優
良
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
に
対
し
て
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
代
表
者
に
表

彰
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
広
島

県
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の

は
育
成
功
労
者
が
お
二
人
、
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
が一ク
ラ
ブ
、優

良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
一
連

合
会
で
す
。

一
方
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
表
彰
で
は
、全
老
連

会
長
清
家
篤
氏
か
ら
同
じ
く
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
広

島
県
か
ら
は
育
成
功
労
と
し
て

お
二
人
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
と

し
て一ク
ラ
ブ
、優
良
郡
市
区
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
一

連
合
会
、
永
年
勤
続
の
お
一
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
次
ペ
ー

ジ
名
簿
参
照
）

来
賓
の
祝
辞
、被
表
彰
者
代

表
か
ら
の
謝
辞
の
後
、
大
会
宣

言
が
朗
読
さ
れ
満
場
の
拍
手
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
全
日
本
相
撲
甚
句

協
会
に
よ
る
相
撲
甚
句
が
披
露

さ
れ
、
会
場
に
高
ら
か
に
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
作
家
阿
刀
田
高

氏
に
よ
る「
老
い
て
こ
そ
ユ
ー

モ
ア
」と
題
し
た
記
念
講
演
が

行
わ
れ
、
全
日
程
が
終
了
し
ま

し
た
。

（公財）広島県老人クラブ連合会発　行 ：
〒732-0816 広島市南区比治山本町12-2
（広島県社会福祉会館内）
TEL 082-254-1900 FAX 082-256-2228

株式会社 タカトープリントメディア
広島市中区千田町3丁目2-30 TEL 082-244-1110(代)

編　  集 ：

「ひろしま県老連」も、２年ぶりに通常の
発行ペースを取り戻すことができました。
新型コロナに翻弄された日々は、月日の
流れとともにやがて記憶の奥底に追いやら
れていくことでしょう。
会員の減少が続く老人クラブですが、我
慢の日々から学んだことを生かし、「出会
い」「支え合い」の仲間の輪を広げ、いつま
でも地域の元気の素であり続けたいもの
です。

編集後記

5　4　3　2　1
一

二

三

四

五

六

玉

飛
歩

飛
香

歩

と
詰め将棋【解答】
２二桂成・同玉・２三飛まで３
手詰。
初手３一飛は同飛・同と・同
玉で、また２三飛と上から
打つのも、２二歩と合駒さ
れ、同桂成・同飛・同飛成・
同玉で、一枚足りない。
そこで最初に２二桂成と成
り捨てるのが軽手。同飛なら３一飛と打って詰み。同玉な
ら図のように２三飛と打って詰みとなる。

老人クラブは、
あなたと地域の元気を応援します！

*仲間づくり
支え合い、喜び合える
仲間との出会いが宝物

*健康づくり
運動もおしゃべりも、
仲間がいれば長続き

*生きがいづくり
旅行にカラオケ、仲間
同士で楽しさ倍増

*友愛訪問
一人暮らしもお互い様、
声掛け合って今日も笑顔

*奉仕活動
ボランティア活動は、地域
や仲間への恩返し

*世代間交流
培った知恵や文化は、次の
世代へバトンタッチ

老人クラブは、『のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを』をメインテーマに、

「健康」「友愛」「奉仕」の活動に取り組んでいます。
人生100年時代、生きがいと健康づくりを地域の同世代の仲間と共に始めませんか。

老人クラブについては、下記までお気軽にお問い合せ下さい。

公益財団法人 広島県老人クラブ連合会
TEL 082（254）1900 FAX 082（256）2228

①とスペースを縮め③の
ホウリコミが白に粘りを
与えないようにする大
切な一手⑤と冷静にヒキ
決着。

昭和印刷株式会社
〒700-0942 岡山市南区豊成3-1-27
TEL 086-264-6110 FAX 086-262-5096

広告・印刷 ：

地域と福祉をささえる
老人クラブ広報誌

電子メールアドレス ▲ rorenhir@lime.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ▲ http://hiro-kenrouren.sakura.ne.jp/ ひろしま県老連は、高齢者のさまざまな活動を応援します。

第103号
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全国老人クラブ連合会
創立60周年記念全国老人クラブ大会が開催

天皇皇后両陛下ご臨席

創立60周年記念全国老人クラブ大会／表彰者名簿

若手委員会総会・研修会／リーダー養成研修会

マイタウン老連／県老連会議報告／上半期主要行事予定
活性化を目指して／活動賞（仲間づくり）を受賞
私の健康法／保健医療コラム
教えちゃろ!! 隠れたわが町の名所名品
読者ひろば 楽々喜々

令和４年度広島県老人クラブ大会
理事長表彰等表彰者名簿／大会宣言

理事長杯グラウンド・ゴルフ大会
広島県老人クラブゲートボール大会

市町老連会長会議・研修会／高齢者の健康づくり・生活
支援セミナー／健康福祉祭／新設クラブの紹介

（50音順）

広島県老人クラブ連合会
積極的なご利用をお願い致します。

株式会社イトメン
株式会社メンテックワールド
呉市海事歴史科学館 大和ミュージアム
公益財団法人 渋谷育英会
公益社団法人 広島県バス協会
住宅金融支援機構
生協ひろしま
広島県行政書士会
広島市国民宿舎 湯来ロッジ

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（16）2023（令和5）年3月1日



私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

令
和
４
年
10
月
７
日
（
金
）

広
島
県
医
師
会
館
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
広
島
県
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
開
催
を
見
送
り
、
代
わ

り
に
「
大
会
記
念
録
」
を
制
作

し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
で
き

る
限
り
の
感
染
対
策
を
と
り
、

県
内
各
市
町
老
連
か
ら
受
章
者

を
含
め
て
約
130
人
の
役
員
・
会

員
が
参
集
し
、
一
年
ぶ
り
に
笑

顔
が
揃
い
ま
し
た
。

理
事
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
行
な
わ
れ
た
表
彰
式
で

は
、
広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
理
事
長
表
彰
（
老
人
ク
ラ
ブ

育
成
指
導
功
労
表
彰
37
名
・
特

別
表
彰
16
名
・
新
規
結
成
老
人

ク
ラ
ブ
表
彰
１
ク
ラ
ブ
・
感
謝

状
２
名
）
の
表
彰
式
、
併
せ
て

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動

賞
（
１
ク
ラ
ブ
）
の
伝
達
表
彰

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
等
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
（
老
人
ク
ラ

ブ
育
成
功
労
者
２
名
・
優
良
老

人
ク
ラ
ブ
１
ク
ラ
ブ
・
優
良
郡

市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
団
体
）、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
表
彰
、
老
人
保
健
福

祉
関
係
功
労
者
等
知
事
表
彰
の

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
、
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

式
典
後
は
、
医
療
法
人
社
団

ひ
か
り
会
・
木
村
眼
科
内
科
病

院
総
院
長
木
村
格
先
生
に
、「
知

ら
な
い
と
損
す
る
？
最
新
白
内

障
治
療
の
表
と
裏
」
と
題
し
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

加
齢
で
進
行
し
、
誰
も
が
羅

患
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
白
内

障
は
薬
で
は
治
す
こ
と
が
で
き

ず
、
手
術
が
根
治
の
唯
一
の
方

法
で
す
が
、
そ
の
素
材
は
年
々

進
歩
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
乱
視
治
療
も
併

せ
て
行
え
る
こ
と
や
、
ほ
ぼ
メ

ガ
ネ
が
い
ら
な
く
な
る
眼
内
レ

ン
ズ
の
選
び
方
な
ど
、
知
っ
て

い
な
い
と
後
悔
す
る
ヒ
ン
ト
な

ど
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
会
場

の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

次
に
、
若
手
委
員
会
の
冨
永

淳
子
副
委
員
長
が
読
み
上
げ
る

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
　
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
た
大
会
宣
言
が

満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
、
多

田
三
千
男
副
理
事
長
の
閉
会
挨

拶
で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

我
が
国
は
、世
界
に
類
を
見
な
い

速
度
で
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、全

人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
二

十
一パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
超
高
齢
社

会
に
突
入
し
て
、早
や
十
五
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、家
族
制
度
な
ど
を
含
め

た
社
会
構
造
に
も
大
き
な
変
化
が
も

た
ら
さ
れ
、地
域
社
会
に
お
け
る
地

縁
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
徐
々
に
失
わ
れ

て
い
く
な
ど
、地
域
社
会
全
体
で
超

高
齢
社
会
を
支
え
て
い
く
新
た
な
仕

組
み
の
構
築
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、終
息
の
気
配
が
見
え
な

い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、

我
々
に
新
た
な
生
活
行
動
様
式
の
選

択
を
迫
って
い
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
に
こ
そ
、私
た
ち

老
人
ク
ラ
ブ
は
、長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
て
き
た
知
恵
と
経
験
を
生
か

し
、相
互
の
支
え
合
い
や
健
康
長
寿

の
実
現
は
も
と
よ
り
、地
域
の
幅
広

い
関
係
者
や
組
織
と
連
携
し
な
が

ら
、共
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
づ
く

り
の
先
導
役
を
果
た
し
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
大
会
に
集
う
私
た
ち
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
及
び
関
係
者
は
、「
の
ば
そ

う
！
健
康
寿
命

　担
お
う
！
地
域
づ

く
り
を
」の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
、

次
の
事
項
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
を

誓
い
、こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

一
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
働
き

か
け
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
ま
す

一
、健
康
づ
く
り
・
フ
レ
イ
ル（
虚

弱
）予
防
で
元
気
な
高
齢
者
を

め
ざ
し
ま
す

一
、
友
愛
活
動
を
基
盤
に
新
地
域

支
援
事
業
と
連
携
し
た
支
え

合
い
活
動
に
努
め
ま
す

一
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る

諸
制
度
・
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す

令
和
四
年
十
月
七
日

令
和
四
年
度 
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県
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廿
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市
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市

江
田
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市

尾

道

市

安
芸
高
田
市

大
谷
　
博
章

古
谷
　
輝
昭

升
井
　
　
紘

藤
川
　
雅
弘

林
　
　
一
彦

上
平
　
正
彦

原
田
ツ
タ
子

大
田
　
幸
則

星
野
富
士
枝

石
部
瑠
美
子

乙
部
　
弘
明

沖
　
　
義
則

今
﨑
　
仙
也

小
林
　
勇
三

福
久
　
勝
彦

鍋
倉
喜
代
士

尾
方
　
　
晃

真
室
　
明
美

佐
藤
　
弘
行

時
丸
　
卓
爾

宮
地
　
殉
司

玄
田
　
忠
義

金
廣
　
克
枝

加
良
谷
都
子

福
田
　
　
悟

土
肥
　
康
宏

鈴
光
　
和
枝

平
西
　
一
生

森
光
　
初
三

吉
高
　
桂
子

大
中
　
義
治

春
日
　
信
次

土
肥
元
康
成

山
本
み
ゆ
き

山
岸
　
敏
英

岩
田
　
正
平

谷
口
　
武
文

森
井
　
　
健

松
浦
和
多
利

正
田
　
信
子

川
品
　
洋
子

吉
田
哲
五
郎

藤
井
　
弘
子

武
田
由
美
子

上
里
　
　
忠

佐
々
木
正
弘

國
重
　
　
巌

古
川
　
　
香

広
畑
　
浅
信

中
原
　
久
子

新
田
ひ
な
え

秋
重
　
正
義

清
水
　
公
三

中
郷
常
磐
会

浜
原
　
　
功

岡
村
　
為
義

住
田
　
鉄
也

難
波
　
督
雄

栗
原
　
信
明

佐
藤
　
正
彦

肥
浜
長
寿
会

実
井
　
京
子

向
島
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

春
日
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
布
野
支
部

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
三
良
坂
支
部

山
手
百
寿
会

安
ら
ぎ
会

長
浜
胡
子
長
寿
会

栃
原
町
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

郷
原
笑
顔
ク
ラ
ブ

西
宇
土
親
友
会

鹿
老
渡
三
友
ク
ラ
ブ

向
北
老
人
ク
ラ
ブ

常
盤
会

竹
西
会

宝
寿
会

松
井
シ
ニ
ア
の
会

鶴
丘
わ
か
ば
会

松
葉
会

上
戸
手
長
寿
会

下
羽
出
庭
老
人
ク
ラ
ブ

小
童
壽
大
学
老
人
ク
ラ
ブ

木
呂
田
長
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ

下
川
立
友
和
会
老
人
ク
ラ
ブ

麻
原
老
人
ク
ラ
ブ

高
尾
白
寿
会

黒
瀬
支
部
板
城
西
第
二
長
寿
会

黒
瀬
支
部
上
黒
瀬
第
四
長
寿
会

黒
瀬
支
部
中
黒
瀬
第
四
長
寿
会

黒
瀬
支
部
下
黒
瀬
双
葉
会

黒
瀬
支
部
下
黒
瀬
若
葉
会

郷
野
第
2
老
人
ク
ラ
ブ

吉
田
第
3
老
人
ク
ラ
ブ

明
長
会

睦
会

小
用
第
１
部
錦
会

大
朝
支
部
大
塚
老
人
ク
ラ
ブ

大
田
老
人
ク
ラ
ブ

呉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

呉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

霞
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

霞
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
酒
河
支
部

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
酒
河
支
部

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
酒
河
支
部

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
野
支
部
永
慶
寺
万
年
青
会

八
千
代
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

高
宮
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

甲
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

豊
平
支
部
阿
坂
老
人
ク
ラ
ブ

山
波
中
部
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

伊
勢
丘
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

庄
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

廿
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

東
広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

安
芸
高
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

尾
道
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
表
彰

特
別
表
彰

新
規
結
成
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

感
謝
状
贈
呈

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

令
和
四
年
度 

広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
敬
称
略
）

理
事
長
表
彰
等
表
彰
者
名
簿

祝
《
学
区・地
区・支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
》

《
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
》

2
0
2
2
活
動
賞

【
伝
達
表
彰
】

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

【
受
彰
報
告
】

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
等
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

育
成
功
労
表
彰

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

老
人
保
健
福
祉
関
係
功
労
者
等
知
事
表
彰

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
布
野
支
部

西
延
崎
プ
ラ
チ
ナ
ク
ラ
ブ

江
田
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会

北
広
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
創
立
60
周
年
記
念
全

国
大
会
に
、皆
さ
ん
と
共
に
出
席
で
き
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、戦
後
の
厳
し
い
状
況
の
中
、高
齢

者
自
身
が
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、各
地
の
老
人

ク
ラ
ブ
が
、健
康
、友
愛
、奉
仕
を
柱
と
し
た
様
々
な

活
動
に
取
り
組
み
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
明
る
い
長
寿

社
会
を
築
く
こ
と
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
関
係
者

の
60
年
に
わ
た
る
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
、老
人
ク

ラ
ブ
が
全
国
に
普
及
し
、各
地
に
お
い
て
、高
齢
者
が

お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、健
康
の
増
進
や
相
互
の

支
え
合
い
、住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
き
た

こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。こ
の
度
、

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
皆
さ
ん
を
始
め
、多
く
の
関
係

者
の
尽
力
に
対
し
、深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

高
齢
者
の
方
々
に
は
、近
年
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、大
変
に
御
苦
労
が
多

か
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
創
意
や
工
夫
を
こ
ら
し
、子

ど
も
た
ち
や
若
い
世
代
と
も
交
流
し
な
が
ら
、積
極

的
に
社
会
参
加
を
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、頼
も
し

く
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
知
恵
を

若
い
世
代
に
伝
え
つつ
、老
人
ク
ラ
ブ
が
、我
が
国
に
お

け
る
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
明
る
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、皆
さ
ん
が
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
な

が
ら
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、大
会
に
寄
せ
る
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

老人クラブの発展向上と高齢者保健福祉の増進に寄与することを目的に
結成された全国老人クラブ連合会は、創立 60 周年の記念の年を迎えまし
た。
戦後の混乱と激動の世相のなかにあって、“高齢期の幸せは高齢者自身

の手で創り出そう” を合言葉に誕生した、私たち老人クラブは、会員の意
欲と行動、住民の励ましと協力、国や地方自治体の理解と支援のもと、全
国にネットワークを有する高齢者組織に至るまで発展してきました。
この間、老人クラブでは、同世代の人々に参加を呼びかけながら、「健康

づくり」「支え合いづくり」「生きがいづくり」「地域づくり」をめざして、多彩
な活動を展開するとともに、年金、保健、医療、介護、福祉など、高齢者を
支える制度や施策の充実発展に向けた取り組みを進めてきました。
少子高齢化と人口減少が進行していくなかで、わが国の活力を維持し、

すべての世代が輝ける地域共生社会を築きあげていくためには、私たち高
齢者もその一翼を担っていかなければなりません。
よって、本日ここに集う全国の老人クラブ代表者は、これまでの先人た

ちの歩みに思いを寄せ、新たな一歩を踏み出すことを誓い、次の取り組み
を実践していくことを宣言します。

令和4年11月8日
　全国老人クラブ連合会創立60周年記念 全国老人クラブ大会

宣　言

天
皇
陛
下
お
こ
と
ば

一．健康長寿をめざす「健康活動」の推進
一．暮らしを見守る「支え合い活動」の展開
一．高齢期を豊かにする「生きがい活動」の充実
一．あらゆる世代と連携した「地域貢献活動」の推進
一．高齢者の尊厳が守られる「社会保障制度」の確立

▼
令
和
4
年
11
月
8
日（
火
） 

▼
東
京
・
両
国
国
技
館

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

創
立
60
周
年
記
念

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
育
成
功
労
者

　
　
　
住
田
　
鉄
也（
庄
原
市
）

　
　
　
難
波
　
督
雄（
廿
日
市
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
西
延
崎
プ
ラ
チ
ナ
ク
ラ
ブ（
呉
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
北
広
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

●
育
成
功
労
表
彰

　
　
　
栗
原
　
信
明（
東
広
島
市
）

　
　
　
佐
藤
　
正
彦（
安
芸
高
田
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
　
　
肥
浜
長
寿
会（
尾
道
市
）

●
優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　
　
　
江
田
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

●
永
年
勤
続
表
彰

　
　
　
実
井
　
京
子（
尾
道
市
）

広
島
県
老
連
か
ら
の
受
彰
者

広
島
県
老
連
か
ら
の
受
彰
者

▼
令
和
４
年
10
月
７
日（
金
） 

▼
広
島
県
医
師
会
館
ホ
ー
ル

令
和
４
年
度
広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
、

一
年
ぶ
り
に
元
気
な
笑
顔
が
揃
う

57
の
被
表
彰
者・団
体
を

代
表
し
て
６
名
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
る

急
速
に
進
化
し
て
い
る

白
内
障
手
術
の
実
情

2023（令和5）年3月1日 「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（2）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（3） 2023（令和5）年3月1日



私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

令
和
４
年
10
月
７
日
（
金
）

広
島
県
医
師
会
館
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
広
島
県
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
開
催
を
見
送
り
、
代
わ

り
に
「
大
会
記
念
録
」
を
制
作

し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
で
き

る
限
り
の
感
染
対
策
を
と
り
、

県
内
各
市
町
老
連
か
ら
受
章
者

を
含
め
て
約
130
人
の
役
員
・
会

員
が
参
集
し
、
一
年
ぶ
り
に
笑

顔
が
揃
い
ま
し
た
。

理
事
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
行
な
わ
れ
た
表
彰
式
で

は
、
広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
理
事
長
表
彰
（
老
人
ク
ラ
ブ

育
成
指
導
功
労
表
彰
37
名
・
特

別
表
彰
16
名
・
新
規
結
成
老
人

ク
ラ
ブ
表
彰
１
ク
ラ
ブ
・
感
謝

状
２
名
）
の
表
彰
式
、
併
せ
て

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動

賞
（
１
ク
ラ
ブ
）
の
伝
達
表
彰

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
等
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
（
老
人
ク
ラ

ブ
育
成
功
労
者
２
名
・
優
良
老

人
ク
ラ
ブ
１
ク
ラ
ブ
・
優
良
郡

市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
団
体
）、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
表
彰
、
老
人
保
健
福

祉
関
係
功
労
者
等
知
事
表
彰
の

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
、
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

式
典
後
は
、
医
療
法
人
社
団

ひ
か
り
会
・
木
村
眼
科
内
科
病

院
総
院
長
木
村
格
先
生
に
、「
知

ら
な
い
と
損
す
る
？
最
新
白
内

障
治
療
の
表
と
裏
」
と
題
し
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

加
齢
で
進
行
し
、
誰
も
が
羅

患
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
白
内

障
は
薬
で
は
治
す
こ
と
が
で
き

ず
、
手
術
が
根
治
の
唯
一
の
方

法
で
す
が
、
そ
の
素
材
は
年
々

進
歩
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
乱
視
治
療
も
併

せ
て
行
え
る
こ
と
や
、
ほ
ぼ
メ

ガ
ネ
が
い
ら
な
く
な
る
眼
内
レ

ン
ズ
の
選
び
方
な
ど
、
知
っ
て

い
な
い
と
後
悔
す
る
ヒ
ン
ト
な

ど
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
会
場

の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

次
に
、
若
手
委
員
会
の
冨
永

淳
子
副
委
員
長
が
読
み
上
げ
る

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
　
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
た
大
会
宣
言
が

満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
、
多

田
三
千
男
副
理
事
長
の
閉
会
挨

拶
で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

我
が
国
は
、世
界
に
類
を
見
な
い

速
度
で
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、全

人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
二

十
一パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
超
高
齢
社

会
に
突
入
し
て
、早
や
十
五
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、家
族
制
度
な
ど
を
含
め

た
社
会
構
造
に
も
大
き
な
変
化
が
も

た
ら
さ
れ
、地
域
社
会
に
お
け
る
地

縁
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
徐
々
に
失
わ
れ

て
い
く
な
ど
、地
域
社
会
全
体
で
超

高
齢
社
会
を
支
え
て
い
く
新
た
な
仕

組
み
の
構
築
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、終
息
の
気
配
が
見
え
な

い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、

我
々
に
新
た
な
生
活
行
動
様
式
の
選

択
を
迫
って
い
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
に
こ
そ
、私
た
ち

老
人
ク
ラ
ブ
は
、長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
て
き
た
知
恵
と
経
験
を
生
か

し
、相
互
の
支
え
合
い
や
健
康
長
寿

の
実
現
は
も
と
よ
り
、地
域
の
幅
広

い
関
係
者
や
組
織
と
連
携
し
な
が

ら
、共
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
づ
く

り
の
先
導
役
を
果
た
し
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
大
会
に
集
う
私
た
ち
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
及
び
関
係
者
は
、「
の
ば
そ

う
！
健
康
寿
命

　担
お
う
！
地
域
づ

く
り
を
」の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
、

次
の
事
項
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
を

誓
い
、こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

一
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
働
き

か
け
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
ま
す

一
、健
康
づ
く
り
・
フ
レ
イ
ル（
虚

弱
）予
防
で
元
気
な
高
齢
者
を

め
ざ
し
ま
す

一
、
友
愛
活
動
を
基
盤
に
新
地
域

支
援
事
業
と
連
携
し
た
支
え

合
い
活
動
に
努
め
ま
す

一
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る

諸
制
度
・
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す

令
和
四
年
十
月
七
日

令
和
四
年
度 

広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

大 

会 

宣 

言

尾

道

市

福

山

市

三

次

市

三

次

市

呉

　

市

呉

　

市

呉

　

市

呉

　

市

呉

　

市

呉

　

市

呉

　

市

呉

　

市

呉

　

市

竹

原

市

三

原

市

福

山

市

福

山

市

福

山

市

福

山

市

三

次

市

三

次

市

三

次

市

三

次

市

三

次

市

庄

原

市

東
広
島
市

東
広
島
市

東
広
島
市

東
広
島
市

東
広
島
市

安
芸
高
田
市

安
芸
高
田
市

安
芸
高
田
市

安
芸
高
田
市

江
田
島
市

北
広
島
町

大
崎
上
島
町

呉

　

市

呉

　

市

三

原

市

三

原

市

三

原

市

福

山

市

福

山

市

三

次

市

三

次

市

三

次

市

三

次

市

廿
日
市
市

安
芸
高
田
市

安
芸
高
田
市

安
芸
高
田
市

北
広
島
町

江
田
島
市

尾

道

市

福

山

市

三

次

市

庄

原

市

廿
日
市
市

呉

市

北
広
島
町

東
広
島
市

安
芸
高
田
市

尾

道

市

江
田
島
市

尾

道

市

安
芸
高
田
市

大
谷
　
博
章

古
谷
　
輝
昭

升
井
　
　
紘

藤
川
　
雅
弘

林
　
　
一
彦

上
平
　
正
彦

原
田
ツ
タ
子

大
田
　
幸
則

星
野
富
士
枝

石
部
瑠
美
子

乙
部
　
弘
明

沖
　
　
義
則

今
﨑
　
仙
也

小
林
　
勇
三

福
久
　
勝
彦

鍋
倉
喜
代
士

尾
方
　
　
晃

真
室
　
明
美

佐
藤
　
弘
行

時
丸
　
卓
爾

宮
地
　
殉
司

玄
田
　
忠
義

金
廣
　
克
枝

加
良
谷
都
子

福
田
　
　
悟

土
肥
　
康
宏

鈴
光
　
和
枝

平
西
　
一
生

森
光
　
初
三

吉
高
　
桂
子

大
中
　
義
治

春
日
　
信
次

土
肥
元
康
成

山
本
み
ゆ
き

山
岸
　
敏
英

岩
田
　
正
平

谷
口
　
武
文

森
井
　
　
健

松
浦
和
多
利

正
田
　
信
子

川
品
　
洋
子

吉
田
哲
五
郎

藤
井
　
弘
子

武
田
由
美
子

上
里
　
　
忠

佐
々
木
正
弘

國
重
　
　
巌

古
川
　
　
香

広
畑
　
浅
信

中
原
　
久
子

新
田
ひ
な
え

秋
重
　
正
義

清
水
　
公
三

中
郷
常
磐
会

浜
原
　
　
功

岡
村
　
為
義

住
田
　
鉄
也

難
波
　
督
雄

栗
原
　
信
明

佐
藤
　
正
彦

肥
浜
長
寿
会

実
井
　
京
子

向
島
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

春
日
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
布
野
支
部

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
三
良
坂
支
部

山
手
百
寿
会

安
ら
ぎ
会

長
浜
胡
子
長
寿
会

栃
原
町
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

郷
原
笑
顔
ク
ラ
ブ

西
宇
土
親
友
会

鹿
老
渡
三
友
ク
ラ
ブ

向
北
老
人
ク
ラ
ブ

常
盤
会

竹
西
会

宝
寿
会

松
井
シ
ニ
ア
の
会

鶴
丘
わ
か
ば
会

松
葉
会

上
戸
手
長
寿
会

下
羽
出
庭
老
人
ク
ラ
ブ

小
童
壽
大
学
老
人
ク
ラ
ブ

木
呂
田
長
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ

下
川
立
友
和
会
老
人
ク
ラ
ブ

麻
原
老
人
ク
ラ
ブ

高
尾
白
寿
会

黒
瀬
支
部
板
城
西
第
二
長
寿
会

黒
瀬
支
部
上
黒
瀬
第
四
長
寿
会

黒
瀬
支
部
中
黒
瀬
第
四
長
寿
会

黒
瀬
支
部
下
黒
瀬
双
葉
会

黒
瀬
支
部
下
黒
瀬
若
葉
会

郷
野
第
2
老
人
ク
ラ
ブ

吉
田
第
3
老
人
ク
ラ
ブ

明
長
会

睦
会

小
用
第
１
部
錦
会

大
朝
支
部
大
塚
老
人
ク
ラ
ブ

大
田
老
人
ク
ラ
ブ

呉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

呉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

霞
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

霞
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
酒
河
支
部

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
酒
河
支
部

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
酒
河
支
部

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
野
支
部
永
慶
寺
万
年
青
会

八
千
代
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

高
宮
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

甲
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

豊
平
支
部
阿
坂
老
人
ク
ラ
ブ

山
波
中
部
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

伊
勢
丘
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

庄
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

廿
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

東
広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

安
芸
高
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

尾
道
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
表
彰

特
別
表
彰

新
規
結
成
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

感
謝
状
贈
呈

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

令
和
四
年
度 

広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
敬
称
略
）

理
事
長
表
彰
等
表
彰
者
名
簿

祝
《
学
区・地
区・支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
》

《
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
》

2
0
2
2
活
動
賞

【
伝
達
表
彰
】

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

【
受
彰
報
告
】

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
等
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

育
成
功
労
表
彰

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

老
人
保
健
福
祉
関
係
功
労
者
等
知
事
表
彰

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
布
野
支
部

西
延
崎
プ
ラ
チ
ナ
ク
ラ
ブ

江
田
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会

北
広
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
創
立
60
周
年
記
念
全

国
大
会
に
、皆
さ
ん
と
共
に
出
席
で
き
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、戦
後
の
厳
し
い
状
況
の
中
、高
齢

者
自
身
が
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、各
地
の
老
人

ク
ラ
ブ
が
、健
康
、友
愛
、奉
仕
を
柱
と
し
た
様
々
な

活
動
に
取
り
組
み
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
明
る
い
長
寿

社
会
を
築
く
こ
と
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
関
係
者

の
60
年
に
わ
た
る
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
、老
人
ク

ラ
ブ
が
全
国
に
普
及
し
、各
地
に
お
い
て
、高
齢
者
が

お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、健
康
の
増
進
や
相
互
の

支
え
合
い
、住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
き
た

こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。こ
の
度
、

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
皆
さ
ん
を
始
め
、多
く
の
関
係

者
の
尽
力
に
対
し
、深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

高
齢
者
の
方
々
に
は
、近
年
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、大
変
に
御
苦
労
が
多

か
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
創
意
や
工
夫
を
こ
ら
し
、子

ど
も
た
ち
や
若
い
世
代
と
も
交
流
し
な
が
ら
、積
極

的
に
社
会
参
加
を
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、頼
も
し

く
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
知
恵
を

若
い
世
代
に
伝
え
つつ
、老
人
ク
ラ
ブ
が
、我
が
国
に
お

け
る
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
明
る
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、皆
さ
ん
が
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
な

が
ら
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、大
会
に
寄
せ
る
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

老人クラブの発展向上と高齢者保健福祉の増進に寄与することを目的に
結成された全国老人クラブ連合会は、創立 60 周年の記念の年を迎えまし
た。
戦後の混乱と激動の世相のなかにあって、“高齢期の幸せは高齢者自身

の手で創り出そう” を合言葉に誕生した、私たち老人クラブは、会員の意
欲と行動、住民の励ましと協力、国や地方自治体の理解と支援のもと、全
国にネットワークを有する高齢者組織に至るまで発展してきました。
この間、老人クラブでは、同世代の人々に参加を呼びかけながら、「健康

づくり」「支え合いづくり」「生きがいづくり」「地域づくり」をめざして、多彩
な活動を展開するとともに、年金、保健、医療、介護、福祉など、高齢者を
支える制度や施策の充実発展に向けた取り組みを進めてきました。
少子高齢化と人口減少が進行していくなかで、わが国の活力を維持し、

すべての世代が輝ける地域共生社会を築きあげていくためには、私たち高
齢者もその一翼を担っていかなければなりません。
よって、本日ここに集う全国の老人クラブ代表者は、これまでの先人た

ちの歩みに思いを寄せ、新たな一歩を踏み出すことを誓い、次の取り組み
を実践していくことを宣言します。

令和4年11月8日
　全国老人クラブ連合会創立60周年記念 全国老人クラブ大会

宣　言

天
皇
陛
下
お
こ
と
ば

一．健康長寿をめざす「健康活動」の推進
一．暮らしを見守る「支え合い活動」の展開
一．高齢期を豊かにする「生きがい活動」の充実
一．あらゆる世代と連携した「地域貢献活動」の推進
一．高齢者の尊厳が守られる「社会保障制度」の確立

▼
令
和
4
年
11
月
8
日（
火
） 

▼
東
京
・
両
国
国
技
館

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

創
立
60
周
年
記
念

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
育
成
功
労
者

　
　
　
住
田
　
鉄
也（
庄
原
市
）

　
　
　
難
波
　
督
雄（
廿
日
市
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
西
延
崎
プ
ラ
チ
ナ
ク
ラ
ブ（
呉
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
北
広
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

●
育
成
功
労
表
彰

　
　
　
栗
原
　
信
明（
東
広
島
市
）

　
　
　
佐
藤
　
正
彦（
安
芸
高
田
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
　
　
肥
浜
長
寿
会（
尾
道
市
）

●
優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　
　
　
江
田
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

●
永
年
勤
続
表
彰

　
　
　
実
井
　
京
子（
尾
道
市
）

広
島
県
老
連
か
ら
の
受
彰
者

広
島
県
老
連
か
ら
の
受
彰
者

▼
令
和
４
年
10
月
７
日（
金
） 

▼
広
島
県
医
師
会
館
ホ
ー
ル

令
和
４
年
度
広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
、

一
年
ぶ
り
に
元
気
な
笑
顔
が
揃
う

57
の
被
表
彰
者・団
体
を

代
表
し
て
６
名
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
る

急
速
に
進
化
し
て
い
る

白
内
障
手
術
の
実
情

2023（令和5）年3月1日 「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（2）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（3） 2023（令和5）年3月1日
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私たちは広島県老連の活動を応援しています。

「
第
６
回
理
事
長
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
、
三
原

市
北
方
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
久
し
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
幸
い

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
２
年
分
の

熱
気
で
盛
り
上
が
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
に
は
22
チ
ー
ム
・

150
名
の
参
加
が
あ
り
、
傾
斜
の

あ
る
難
コ
ー
ス
で
白
熱
し
た
プ

レ
イ
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
優
勝
「
西
組
シ
ル

バ
ー
会
」（
福
山
市
）、準
優
勝「
府

中
町
老
連
」（
府
中
町
）、三
位「
江

良
長
寿
会
」（
福
山
市
老
連
）
で

し
た
。
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
賞
は
、

24
ホ
ー
ル
合
計
55
打
と
い
う
好

成
績
で
砂
田
忠
之
さ
ん
（
三
原

市
）
が
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
選
手
の
中
か
ら
、向
谷
明

照
さ
ん（
江
田
島
市
）
と
勝
田
越

子
さ
ん
（
北
広
島
町
）
に
「
最
高

齢
選
手
賞
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
下
、
仲
間
と
一
緒

に
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
喜

び
を
噛
み
し
め
な
が
ら
、
今
年

の
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

理
事
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ

　
　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
年
ぶ
り
の
開
催
で
、

い
き
い
き
と
プ
レ
ー
す
る

選
手
た
ち

第39回

第6回

令
和
４
年
11
月
１
日
（
火
）

に
広
島
市
南
区
比
治
山
下
公
園

で
「
第
39
回
広
島
県
老
人
ク
ラ

ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
全
国
健
康
福
祉

祭
に
出
場
す
る
広
島
県
代
表
を

決
め
る
選
抜
大
会
で
す
。
こ
こ

２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
て
、
本
大
会
も
中
止
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

度
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う

こ
と
で
14
市
町
か
ら
18
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
白
熱
し
た
試
合
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
、
優
勝
は「
大

野
ク
ラ
ブ
」（
廿
日
市
市
）、
準

優
勝
は「
坂
小
屋
浦
チ
ー
ム
」

（
坂
町
）、
第
３
位
は「
K
U
R
E
」

（
呉
市
）、
第
４
位
は「
比
和
山
」

（
庄
原
市
）と
な
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優
勝
及
び
準
優
勝
チ
ー
ム
は

広
島
県
代
表
と
し
て
、
令
和
５

年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
35

回
全
国
健
康
福
祉
祭
え
ひ
め
大

会
」
へ
の
参
加
資
格
を
得
ら
れ

ま
し
た
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
し

ま
す
。

▼
令
和
４
年
10
月
20
日（
木
） ▼
三
原
市
北
方
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

▼
令
和
4
年
11
月
１
日（
火
） ▼
広
島
市
南
区
比
治
山
下
公
園

優勝 「西組シルバー会」（福山市）

優勝「大野クラブ」（廿日市市）

今
大
会
の
最
高
齢
参
加
選
手

は
、
栗
栖
定
さ
ん
（
安
芸
太
田

町
）
と
栗
栖
キ
ク
エ
さ
ん
（
安

芸
太
田
町
）
の
お
二
人
で
、
開

会
式
で
賞
状
と
盾
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

三位「江良長寿会」（福山市老連） 準優勝「府中町老連」（府中町）

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
っ
て
７
月
の
開
催
を
延
期
し
て

い
た
「
若
手
委
員
会
」
総
会
・
研

修
会
を
広
島
市
南
区
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
広
島
市
南
区
）
で
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
・
研
修
会
に
向
け

て
は
、
９
月
５
日
（
月
）
に
「
常

任
委
員
会
」
を
開
催
し
、
今
の
老

人
ク
ラ
ブ
が
抱
え
る
課
題
や
「
若

手
委
員
会
」
に
期
待
さ
れ
る
役
割

な
ど
を
⑴
会
員
増
強
・
ク
ラ
ブ
存

続
の
た
め
に
、⑵
加
齢
に
よ
っ
て
低

下
す
る
気
力
・
体
力
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、⑶「
若
手
委
員
会
」

の
機
能
強
化
、⑷
機
動
的
・
効
率

的
な
組
織
へ
の
再
生
、⑸「
老
人
人

ク
ラ
ブ
活
動
活
性
化
推
進
委
員

会
」
と
の
連
携
の
５
つ
の
視
点
か

ら
整
理
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
　

委
員
に
は
こ
れ
ら
５
つ
の
課
題
に

つ
い
て
、
意
見
や
提
案
な
ど
を
事

前
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
開
催
し
た
研

修
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
・
提

案
を
踏
ま
え
、「
若
手
委
員
会
」

と
し
て
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き

こ
と
は
何
か
、
そ
の
た
め
の
組
織

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
２
つ

の
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行

い
ま
し
た
。

討
議
終
了
後
に
は
各
グ
ル
ー
プ

か
ら
討
議
結
果
が
発
表
さ
れ
、
未

だ
に
若
手
委
員
会
が
設
置
で
き
な

い
町
老
連
が
あ
る
、
就
業
年
齢
が

延
び
て
い
る
の
で
若
手
が
加
入
せ

ず
、
名
ば
か
り
の
委
員
会
に
な
っ

て
い
る
と
い
っ
た
「
若
手
委
員
会
」

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
の
難
し
さ

が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。続

く
総
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ
討

議
で
出
さ
れ
た
意
見
や
提
案
な
ど

を
踏
ま
え
た
今
後
の
取
組
み
と
し

て
、
若
手
委
員
の
役
割
や
活
動
に

つ
い
て
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、

平
成
29
年
に
作
成
し
た
活
動
の
手

引
き
を
改
訂
す

る
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
組
織
や
活

動
の
実
態
を

デ
ー
タ
で
明
ら

か
に
す
る
実
態

調
査
の
企
画
の

２
つ
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

▼
令
和
４
年
12
月
26
日（
月
） 

▼
広
島
市
南
区
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
若
手
委
員
会
」総
会
・
研
修
会

「
第
２
回
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

会
」
を
広
島
県
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
広
島
市
南
区
）
で
開
催

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
８
月
の
開
催

を
延
期
し
て
い
た
も
の
で
す
が
、

会
場
確
保
の
都
合
で
こ
の
時
期

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
増

加
傾
向
に
あ
る
中
、
年
末
と
い

う
時
期
も
重
な
っ
て
、
参
加
者

数
は
19
名
と
少
数
で
し
た
が
、

第
一
回
（
令
和
４
年
３
月
開
催
）

同
様
、
中
身
の
濃
い
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
高
橋

望
さ
ん
の
講
演
で
は
、「
一
方
的

に
支
え
る
こ
と
は
大
変
で
も
、

支
え
合
う
こ
と
は
楽
し
い
も
の
」

と
の
お
話
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら

の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
原
点
に

触
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

続
く
、
呉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
お
け
る
「
支
え
合
い
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」
の
事
例

発
表
で
は
、「
決
し
て
無
理
を
せ

ず
、で
き
る
人
が
、で
き
る
時
に
、

で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
範
囲

で
支
援
す
る
」
こ
と
が
助
け
合

い
活
動
を
長
続
き
さ
せ
る
秘
訣

で
あ
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
日
本
古
来
か
ら
あ

る
吹
矢
を
使
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ

ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
矢
」
を
日
本
ス

ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
矢
協
会

の
小
池
修
司
会
長
の
指
導
で
実

際
に
体
験
し
、
腹
筋
を
使
っ
た

呼
吸
法
が
様
々
な
健
康
効
果
を

生
む
こ
と
な
ど
を
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
１
回
の
研
修
会
で
吹
矢
に

興
味
を
も
た
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
で
洗
い
出
し
た

５
つ
の
課
題

「
活
動
の
手
引
き
」の
改
訂
と

「
老
人
ク
ラ
ブ
実
態
調
査
」を

進
め
る

令和４年度

第
１
回
と
同
様
の
内
容
の

研
修
会
に
、異
な
る

リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
参
加

準優勝 「坂小屋浦チーム」（坂町）

第４位 「比和山」（庄原市）

第３位 「KURE」（呉市）

▼
令
和
4
年
12
月
22
日（
木
） 

▼
広
島
県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
２
回 

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（4）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（5） 2023（令和5）年3月1日2023（令和5）年3月1日



私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

〒854-0065
長崎県諫早市津久葉町 5-142
TEL（0957）25-7008

島原手延素麺協同組合 総発売元

株式会社イトメン

私たちは広島県老連の活動を応援しています。

「
第
６
回
理
事
長
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
、
三
原

市
北
方
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
久
し
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
幸
い

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
２
年
分
の

熱
気
で
盛
り
上
が
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
に
は
22
チ
ー
ム
・

150
名
の
参
加
が
あ
り
、
傾
斜
の

あ
る
難
コ
ー
ス
で
白
熱
し
た
プ

レ
イ
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
優
勝
「
西
組
シ
ル

バ
ー
会
」（
福
山
市
）、準
優
勝「
府

中
町
老
連
」（
府
中
町
）、三
位「
江

良
長
寿
会
」（
福
山
市
老
連
）
で

し
た
。
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
賞
は
、

24
ホ
ー
ル
合
計
55
打
と
い
う
好

成
績
で
砂
田
忠
之
さ
ん
（
三
原

市
）
が
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
選
手
の
中
か
ら
、向
谷
明

照
さ
ん（
江
田
島
市
）
と
勝
田
越

子
さ
ん
（
北
広
島
町
）
に
「
最
高

齢
選
手
賞
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
下
、
仲
間
と
一
緒

に
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
喜

び
を
噛
み
し
め
な
が
ら
、
今
年

の
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

理
事
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ

　
　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
年
ぶ
り
の
開
催
で
、

い
き
い
き
と
プ
レ
ー
す
る

選
手
た
ち

第39回

第6回

令
和
４
年
11
月
１
日
（
火
）

に
広
島
市
南
区
比
治
山
下
公
園

で
「
第
39
回
広
島
県
老
人
ク
ラ

ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
全
国
健
康
福
祉

祭
に
出
場
す
る
広
島
県
代
表
を

決
め
る
選
抜
大
会
で
す
。
こ
こ

２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
て
、
本
大
会
も
中
止
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

度
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う

こ
と
で
14
市
町
か
ら
18
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
白
熱
し
た
試
合
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
、
優
勝
は「
大

野
ク
ラ
ブ
」（
廿
日
市
市
）、
準

優
勝
は「
坂
小
屋
浦
チ
ー
ム
」

（
坂
町
）、
第
３
位
は「
K
U
R
E
」

（
呉
市
）、
第
４
位
は「
比
和
山
」

（
庄
原
市
）と
な
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優
勝
及
び
準
優
勝
チ
ー
ム
は

広
島
県
代
表
と
し
て
、
令
和
５

年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
35

回
全
国
健
康
福
祉
祭
え
ひ
め
大

会
」
へ
の
参
加
資
格
を
得
ら
れ

ま
し
た
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
し

ま
す
。

▼
令
和
４
年
10
月
20
日（
木
） ▼
三
原
市
北
方
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

▼
令
和
4
年
11
月
１
日（
火
） ▼
広
島
市
南
区
比
治
山
下
公
園

優勝 「西組シルバー会」（福山市）

優勝「大野クラブ」（廿日市市）

今
大
会
の
最
高
齢
参
加
選
手

は
、
栗
栖
定
さ
ん
（
安
芸
太
田

町
）
と
栗
栖
キ
ク
エ
さ
ん
（
安

芸
太
田
町
）
の
お
二
人
で
、
開

会
式
で
賞
状
と
盾
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

三位「江良長寿会」（福山市老連） 準優勝「府中町老連」（府中町）

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
っ
て
７
月
の
開
催
を
延
期
し
て

い
た
「
若
手
委
員
会
」
総
会
・
研

修
会
を
広
島
市
南
区
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
広
島
市
南
区
）
で
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
・
研
修
会
に
向
け

て
は
、
９
月
５
日
（
月
）
に
「
常

任
委
員
会
」
を
開
催
し
、
今
の
老

人
ク
ラ
ブ
が
抱
え
る
課
題
や
「
若

手
委
員
会
」
に
期
待
さ
れ
る
役
割

な
ど
を
⑴
会
員
増
強
・
ク
ラ
ブ
存

続
の
た
め
に
、⑵
加
齢
に
よ
っ
て
低

下
す
る
気
力
・
体
力
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、⑶「
若
手
委
員
会
」

の
機
能
強
化
、⑷
機
動
的
・
効
率

的
な
組
織
へ
の
再
生
、⑸「
老
人
人

ク
ラ
ブ
活
動
活
性
化
推
進
委
員

会
」
と
の
連
携
の
５
つ
の
視
点
か

ら
整
理
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
　

委
員
に
は
こ
れ
ら
５
つ
の
課
題
に

つ
い
て
、
意
見
や
提
案
な
ど
を
事

前
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
開
催
し
た
研

修
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
・
提

案
を
踏
ま
え
、「
若
手
委
員
会
」

と
し
て
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き

こ
と
は
何
か
、
そ
の
た
め
の
組
織

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
２
つ

の
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行

い
ま
し
た
。

討
議
終
了
後
に
は
各
グ
ル
ー
プ

か
ら
討
議
結
果
が
発
表
さ
れ
、
未

だ
に
若
手
委
員
会
が
設
置
で
き
な

い
町
老
連
が
あ
る
、
就
業
年
齢
が

延
び
て
い
る
の
で
若
手
が
加
入
せ

ず
、
名
ば
か
り
の
委
員
会
に
な
っ

て
い
る
と
い
っ
た
「
若
手
委
員
会
」

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
の
難
し
さ

が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。続

く
総
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ
討

議
で
出
さ
れ
た
意
見
や
提
案
な
ど

を
踏
ま
え
た
今
後
の
取
組
み
と
し

て
、
若
手
委
員
の
役
割
や
活
動
に

つ
い
て
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、

平
成
29
年
に
作
成
し
た
活
動
の
手

引
き
を
改
訂
す

る
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
組
織
や
活

動
の
実
態
を

デ
ー
タ
で
明
ら

か
に
す
る
実
態

調
査
の
企
画
の

２
つ
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

▼
令
和
４
年
12
月
26
日（
月
） 

▼
広
島
市
南
区
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
若
手
委
員
会
」総
会
・
研
修
会

「
第
２
回
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

会
」
を
広
島
県
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
広
島
市
南
区
）
で
開
催

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
８
月
の
開
催

を
延
期
し
て
い
た
も
の
で
す
が
、

会
場
確
保
の
都
合
で
こ
の
時
期

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
増

加
傾
向
に
あ
る
中
、
年
末
と
い

う
時
期
も
重
な
っ
て
、
参
加
者

数
は
19
名
と
少
数
で
し
た
が
、

第
一
回
（
令
和
４
年
３
月
開
催
）

同
様
、
中
身
の
濃
い
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
高
橋

望
さ
ん
の
講
演
で
は
、「
一
方
的

に
支
え
る
こ
と
は
大
変
で
も
、

支
え
合
う
こ
と
は
楽
し
い
も
の
」

と
の
お
話
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら

の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
原
点
に

触
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

続
く
、
呉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
お
け
る
「
支
え
合
い
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」
の
事
例

発
表
で
は
、「
決
し
て
無
理
を
せ

ず
、で
き
る
人
が
、で
き
る
時
に
、

で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
範
囲

で
支
援
す
る
」
こ
と
が
助
け
合

い
活
動
を
長
続
き
さ
せ
る
秘
訣

で
あ
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
日
本
古
来
か
ら
あ

る
吹
矢
を
使
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ

ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
矢
」
を
日
本
ス

ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
矢
協
会

の
小
池
修
司
会
長
の
指
導
で
実

際
に
体
験
し
、
腹
筋
を
使
っ
た

呼
吸
法
が
様
々
な
健
康
効
果
を

生
む
こ
と
な
ど
を
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
１
回
の
研
修
会
で
吹
矢
に

興
味
を
も
た
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
で
洗
い
出
し
た

５
つ
の
課
題

「
活
動
の
手
引
き
」の
改
訂
と

「
老
人
ク
ラ
ブ
実
態
調
査
」を

進
め
る

令和４年度

第
１
回
と
同
様
の
内
容
の

研
修
会
に
、異
な
る

リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
参
加

準優勝 「坂小屋浦チーム」（坂町）

第４位 「比和山」（庄原市）

第３位 「KURE」（呉市）

▼
令
和
4
年
12
月
22
日（
木
） 

▼
広
島
県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
２
回 

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（4）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（5） 2023（令和5）年3月1日2023（令和5）年3月1日



呉市海事歴史科学館第 31 回企画展

●常設展と企画展とのセット料金
一般 (大学生以上 )

高 校 生
小・中学生

800 円 (400 円 )
500 円 (300 円 )
300 円 (200 円 )

※（ ）内料金は企画展のみの料金
※呉市内在住、在学の高校生以下は無料

●休館日：火曜日 ( 火曜日が祝日の場合は翌日休館 )
　 4 月 29 日～ 5月 5日、7月 21 日～ 8月 31 日、12 月 29 日～ 1月 3日は無休

●開館時間：9：00 ～ 18：00( 最終入館は 17：30 まで）
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催情報等に
　変更が生じる場合がございます。
　最新情報は公式Ｗebサイトをご覧ください。

開催予告

半藤一利資料、追加展示中

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。 私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

県老連会議・研修会報告
2022年2月 ▼ 2023年3月

●令和5年度 市町老連事務局長会議

▼4月14日（金） ▼県社会福祉会館

●中国ブロック県・指定都市
　老人クラブ連合会連絡協議会

▼4月27日（木） ▼山口市

●監事会

▼5月12日（金） ▼県社会福祉会館

●令和5年度 第1回県老連三役会

▼5月12日（金） ▼ 県社会福祉会館

●第32回 理事会

▼5月24日（水） ▼ 県社会福祉会館

●広報誌編集委員会
　（第104号：9月末発行予定）

▼6月6日（火） ▼県社会福祉会館

●令和5年度 定時評議員会

▼6月14日（水） ▼県社会福祉会館

●第33回 理事会

▼6月14日（水） ▼県社会福祉会館

●中国・四国ブロック老人クラブ
　リーダー研修会（1泊2日）

▼7月6日（木）～7月7（金） ▼山口市

●令和5年度
　若手委員会総会・研修会

▼7月12日（水） ▼県社会福祉会館

●令和5年度
　女性委員会総会・研修会

▼7月19日（水） ▼県社会福祉会館

●第3回リーダー養成研修会

▼8月18日（金） ▼県社会福祉会館

●令和5年度
　市町老連会長会議・研修会

▼8月31日（木） ▼県社会福祉会館

●創立60周年記念
　広島県老人クラブ大会

▼9月28日（木） ▼県医師会館ホール

令和5年度 上半期 主要行事予定
令和4年度 若手委員会常任委員会
▶9/5（月）10：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

令和4年度 市町老連会長会議・研修会
▶9/14（水）10：30～15：00
▶広島県社会福祉会館

令和4年度 広島県老人クラブ大会
▶10/7（金）13：30～15：00
▶広島県医師会館ホール

第6回 理事長杯グラウンド・
ゴルフ大会
▶10/20（木）9：00～12：30
▶三原市北方グラウンド・ゴルフ場

第39回 広島県老人クラブ
ゲートボール大会
▶11/1（火）9：00～15：30
▶広島市比治山下公園グランド

広報誌103号編集委員会
▶11/15（火）13：30～15：00
▶広島県社会福祉会館

第2回 リーダー養成研修会
▶12/22（木）10：30～15：30
▶広島県健康福祉センター

令和4年度 若手委員会総会・研修会
▶12/26（月）13：00～15：30
▶広島県社会福祉会館

令和4年度 第2回県老連三役会
▶2/14（火）10：00～12：00
▶広島県社会福祉会館

令和4年度 市町老連会長・
事務局長合同会議
▶2/28（火）10：30～15：30
▶ホテルメルパルクHIROSHIMA

第31回 理事会
▶3/15（水）10：00～12：00
▶広島県健康福祉センター

と
っ
て
お
き
の
１
枚

マ
イ
タ
ウ
ン
老
連

ス
マ
イ
ル
体
操
教
室
で
、参
加

者
も
ト
レ
ー
ナ
さ
ん
も
超
ス
マ

イ
ル
！

笑
顔
の
花
が
咲
き
ま
す
。

男
性
会
員
に
も
人
気
の
支
部

老
連
で
の
料
理
教
室
。

で
き
あ
が
っ
た
料
理
に
大
満
足

で
ニ
ッ
コ
リ
。

笑
顔
部
門

健
康
づ
く
り
部
門

単
老
の
体
操
教
室
で
、み
ん
な

一
生
懸
命
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
ぞ
〜

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

競
技
。

「
倒
れ
ろ
ー
」と
願
い
を
込
め
て
。

福山市
ひわまり賞

東広島市
ひわまり賞

呉市
ひわまり賞

大竹市
ひわまり賞

令
和
４
年
度

市
町
老
連

会
長
会
議
・
研
修
会

お
た
が
い
さ
ま
の
事
と
し
て

解
決
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す

る
の
が
〝
お
た
が
い
さ
ま
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〞
。
老
人
ク
ラ
ブ

が
、
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
を
背
後
か
ら
支
援
す
る
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
け
れ
ば
、

新
し
い
価
値
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
い
っ
た
よ
う
な
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

午
後
の
会
議
で
は
、
来
年
度

に
向
け
た
事
業
の
見
直
し
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
懸
案
だ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

大
会
等
に
お
け
る
参
加
費
の
徴

収
に
つ
い
て

は
止
む
を
得

な
い
と
す
る

意
見
が
大
半

で
し
た
。

令
和
４
年
９
月
14
日（
水
）

今
年
度
初
の
顔
合
わ
せ
と
な

る
「
市
町
老
連
会
長
会
議
・
研

修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
午

前
中
の
研
修
会
で
は
、
九
州
大

学
・
山
口
大
学
名
誉
教
授
の
小

川
全
夫
博
士
か
ら
、「
地
域
共
生

社
会
と
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
題
し

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

世
界
最
速
で
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
・
世

代
の
人
が
生
涯
で
果
た
す
べ
き

役
割
や
期
間
も
変
化
し
て
き
て

い
る
。
地
域
で
起
き
た
様
々
課

題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
わ

が
事
と
し
て
と
ら
え
、
更
に

中郷常盤会

全
国
か
ら
66
名
が
集
っ
た
全
老

連
主
催
の「
令
和
４
年
度
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ

ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
、広
島
県
老
連

か
ら
は
小
岩
活
動
推
進
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

全
老
連
の
古
都
副
会
長
の
基
調

報
告
に
続
く
事
例
発
表
で
は
、「
元

気
で
ま
っ
せ
体
操
」（
山
形
県
花
巻

市
老
連
）、「
老
人
ク
ラ
ブ
で
取
り

組
む
地
域
支
え
合
い
活
動
」（
和
歌

山
県
有
田
市
老
連
）の
取
組
み
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
で
取
り
組
む
健
康
づ
く

り
と
支
え
合
い
」と
題
し
た
講
義
で

は
、特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
理
事
長
の
池
田
昌
弘
氏
の

お
話
が
と
り
わ
け
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
て
き
た
の
は

「
集
め（
ら
れ
）る
」か
ら
自
発
的
に

「
集
ま
る（
つ
な
が
る
）」こ
と
の
大

切
さ
。
感
染
予
防
し
な
が
ら
共
に

楽
し
む
仲
間
が
い
て
、ち
ょ
っ
と
し

た
手
助
け
を
し
合
う
な
ど
、人
数

や
回
数
と
い
っ
た
カ
タ
チ
に
こ
だ

わ
ら
な
い
小
さ
な
集
ま
り
、つ
な
が

り
を
大
切
に
す
れ
ば
、支
え
合
い

は
機
能
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

「
他
人
に（
適
度
な
）迷
惑
を
か

け
な
が
ら
、自
分
ら
し
く
生
き
て

い
る
の
よ
」と
は
、あ
る
地
域
の
サ

ロ
ン
で
の
名
言
。
お
互
い
さ
ま
の
関

係
を
育
み
、制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を

上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、支
え
合
っ

て
暮
ら
す
中
で「
幸
せ
」を
実
感
し

て
い
る
と
い
い
ま
す
。

後
半
で
は
、東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
病
歯
科
口
腔
外
科

部
長
の
平
野
浩
彦
氏
か
ら「
口
の
さ

さ
い
な
衰
え
を
見
逃
す
な
」、順
天

堂
大
学
名
誉
教
授
・
武
井
正
子
氏

か
ら「
高
齢
期
の
運
動
に
よ
る
健

康
づ
く
り
・
介
護
予
防
」と
題
し
た

講
演
が
あ
り
、充
実
し
た
学
び
の
一

日
を
終
え
ま
し
た
。

第
35
回
全
国
健
康
福
祉
祭
え
ひ

め
大
会
が
、
令
和
５
年
10
月
28
日

（
土
）
か
ら
31
日
（
火
）
に
愛
媛

県
内
20
市
町
で
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催
さ
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ま
す
。

広
島
県
代
表
と
し
て
、東
温（
と

う
お
ん
）
市
で
開
催
さ
れ
る
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ー

ト
ボ
ー
ル
交
流
会
に
令
和
４
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度

広
島
県
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人
ク
ラ
ブ
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ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
で
の
上
位
２
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
す
。
優
勝
し
た
「
大
野
ク

ラ
ブ
」（
廿
日
市
市
）
と
準
優
勝

の
「
坂
小
屋
浦
チ
ー
ム
」（
坂
町
）

の
選
手
の
皆
さ
ま
、
心
よ
り
ご
健

闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

小川 全夫博士
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２
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ー
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祭

　え
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め
大
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第35回

江田島市江田島町の中心部に位置する中郷地区には、元 「々中郷常磐会」
という歴史ある老人クラブがありましたが、令和3年6月に後継者不在・会
員減少等の諸事情により解散に至りました。江田島町老連の川野会長・坂
本事務局長は町の中心部から老人クラブが消えることに危機感を感じ、ク
ラブ創設へと動き始めました。そこで白羽の矢が立ったのが、元自治会長
であり川野会長とも幼馴染である川本修司さんでした。
中郷地区の老人クラブと自治会は、各々が独自の運営を行っており、情

報共有や連携がされていませんでした。そのため、地域では「老人クラブの
活動がよくわからない」といっ
た声が多く、さらに老人クラ
ブの中心となるべき60から
70代の人は自治会の青年会
や女性会に所属していたとい
う背景もありました。そこで、
自治会長だった川本さんは青

年会や女性会はもちろんのこと、卓球ク
ラブ、グラウンド・ゴルフクラブの面々に
も呼びかけ、39名の会員を得て新生「中
郷常磐会」を立ち上げました（現在41名）。
自治会や地域の諸団体との連携を図り、
活動しやすい老人クラブの誕生です。
川本会長は「会長1人に集中する業務」「後継者育成」の2つの課題に取り
組み、運営関係者の役割を明確にして組織化し、実際に実行できるような
仕組みや規約をつくりました。一人だけが頑張るのではなく、皆で楽しく
支え合うクラブを目指したのです。
江田島町老連の川本会長は「発足一年半だが、活発に活動し輝いている
クラブだ」とおっしゃっています。毎月会員が楽しめる行事を開催し、クラ
ブの見える化のために毎月『中郷常磐会だより』を発行し全員に配布され
ています。「今後は助けが必要な人にも会員になってもらい、互助ができる
活動をしていきたい」と川本会長、その情熱には頭が下がります。

新設クラブの紹介新設クラブの紹介 江田島市 川本 修司さん（82歳）
会 長 

令和3年7月発足／会員数 41名／江田島町

江田島町老連
坂本事務局長

中郷常磐会 川本会長 江田島町老連 川野会長

江田島市老連
新宮女性部長

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（6）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（7） 2023（令和5）年3月1日2023（令和5）年3月1日



呉市海事歴史科学館第 31 回企画展

●常設展と企画展とのセット料金
一般 (大学生以上 )

高 校 生
小・中学生

800 円 (400 円 )
500 円 (300 円 )
300 円 (200 円 )

※（ ）内料金は企画展のみの料金
※呉市内在住、在学の高校生以下は無料

●休館日：火曜日 ( 火曜日が祝日の場合は翌日休館 )
　 4 月 29 日～ 5月 5日、7月 21 日～ 8月 31 日、12 月 29 日～ 1月 3日は無休

●開館時間：9：00 ～ 18：00( 最終入館は 17：30 まで）
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催情報等に
　変更が生じる場合がございます。
　最新情報は公式Ｗebサイトをご覧ください。

開催予告

半藤一利資料、追加展示中

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。 私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

県老連会議・研修会報告
2022年2月 ▼ 2023年3月

●令和5年度 市町老連事務局長会議

▼4月14日（金） ▼県社会福祉会館

●中国ブロック県・指定都市
　老人クラブ連合会連絡協議会

▼4月27日（木） ▼山口市

●監事会

▼5月12日（金） ▼県社会福祉会館

●令和5年度 第1回県老連三役会

▼5月12日（金） ▼ 県社会福祉会館

●第32回 理事会

▼5月24日（水） ▼ 県社会福祉会館

●広報誌編集委員会
　（第104号：9月末発行予定）

▼6月6日（火） ▼県社会福祉会館

●令和5年度 定時評議員会

▼6月14日（水） ▼県社会福祉会館

●第33回 理事会

▼6月14日（水） ▼県社会福祉会館

●中国・四国ブロック老人クラブ
　リーダー研修会（1泊2日）

▼7月6日（木）～7月7（金） ▼山口市

●令和5年度
　若手委員会総会・研修会

▼7月12日（水） ▼県社会福祉会館

●令和5年度
　女性委員会総会・研修会

▼7月19日（水） ▼県社会福祉会館

●第3回リーダー養成研修会

▼8月18日（金） ▼県社会福祉会館

●令和5年度
　市町老連会長会議・研修会

▼8月31日（木） ▼県社会福祉会館

●創立60周年記念
　広島県老人クラブ大会

▼9月28日（木） ▼県医師会館ホール

令和5年度 上半期 主要行事予定
令和4年度 若手委員会常任委員会
▶9/5（月）10：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

令和4年度 市町老連会長会議・研修会
▶9/14（水）10：30～15：00
▶広島県社会福祉会館

令和4年度 広島県老人クラブ大会
▶10/7（金）13：30～15：00
▶広島県医師会館ホール

第6回 理事長杯グラウンド・
ゴルフ大会
▶10/20（木）9：00～12：30
▶三原市北方グラウンド・ゴルフ場

第39回 広島県老人クラブ
ゲートボール大会
▶11/1（火）9：00～15：30
▶広島市比治山下公園グランド

広報誌103号編集委員会
▶11/15（火）13：30～15：00
▶広島県社会福祉会館

第2回 リーダー養成研修会
▶12/22（木）10：30～15：30
▶広島県健康福祉センター

令和4年度 若手委員会総会・研修会
▶12/26（月）13：00～15：30
▶広島県社会福祉会館

令和4年度 第2回県老連三役会
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▶広島県社会福祉会館

令和4年度 市町老連会長・
事務局長合同会議
▶2/28（火）10：30～15：30
▶ホテルメルパルクHIROSHIMA

第31回 理事会
▶3/15（水）10：00～12：00
▶広島県健康福祉センター
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江田島市江田島町の中心部に位置する中郷地区には、元 「々中郷常磐会」
という歴史ある老人クラブがありましたが、令和3年6月に後継者不在・会
員減少等の諸事情により解散に至りました。江田島町老連の川野会長・坂
本事務局長は町の中心部から老人クラブが消えることに危機感を感じ、ク
ラブ創設へと動き始めました。そこで白羽の矢が立ったのが、元自治会長
であり川野会長とも幼馴染である川本修司さんでした。
中郷地区の老人クラブと自治会は、各々が独自の運営を行っており、情
報共有や連携がされていませんでした。そのため、地域では「老人クラブの

活動がよくわからない」といっ
た声が多く、さらに老人クラ
ブの中心となるべき60から
70代の人は自治会の青年会
や女性会に所属していたとい
う背景もありました。そこで、
自治会長だった川本さんは青

年会や女性会はもちろんのこと、卓球ク
ラブ、グラウンド・ゴルフクラブの面々に
も呼びかけ、39名の会員を得て新生「中
郷常磐会」を立ち上げました（現在41名）。
自治会や地域の諸団体との連携を図り、
活動しやすい老人クラブの誕生です。
川本会長は「会長1人に集中する業務」「後継者育成」の2つの課題に取り
組み、運営関係者の役割を明確にして組織化し、実際に実行できるような
仕組みや規約をつくりました。一人だけが頑張るのではなく、皆で楽しく
支え合うクラブを目指したのです。
江田島町老連の川本会長は「発足一年半だが、活発に活動し輝いている
クラブだ」とおっしゃっています。毎月会員が楽しめる行事を開催し、クラ
ブの見える化のために毎月『中郷常磐会だより』を発行し全員に配布され
ています。「今後は助けが必要な人にも会員になってもらい、互助ができる
活動をしていきたい」と川本会長、その情熱には頭が下がります。

新設クラブの紹介新設クラブの紹介 江田島市 川本 修司さん（82歳）
会 長 

令和3年7月発足／会員数 41名／江田島町

江田島町老連
坂本事務局長

中郷常磐会 川本会長 江田島町老連 川野会長

江田島市老連
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活性化を目指して活性化を目指して

昨年、支部役員会で女性部長が「女性部でボッチャ教室に参加した
ことがとても良い経験になりました。年齢を重ねても、新しい事に挑
戦するのは頭と心がドキドキわくわくします」と話されていました。
私はボッチャが東京パラリンピックの競技にあったことを思い出し、
話を聞くうちに「年を取ってからでもできるならやってみよう」と、
やる気を起こしました。そこで、女性部長にボッチャのルール、投げ方、
採点方法などを教わりました。ボールを投げるだけの競技かと思って
いましたが、ボールの投げ方の工夫や転がし方次第で逆転劇もあると
いうことがわかりました。頭と体を使うスリリングで奥深いこのニュー
スポーツに、ますます興味がわきました。
そこで、私は単位クラブあるいは支部の活動としてボッチャを広げ
ていきたいと考えました。近くの集会所を回りながら、ボッチャを通
じた新しい出会いが楽しみです。
今回「新しき挑戦」から「老人クラブの役割・意義」の視点で考え
てみました。現在、老人クラブは衰退傾向です。長寿化により60 歳
以降の 20 年間のそれぞ
れの役割が多様になって
います。（例：子、働き手、
親、祖父母の役割、孫
子の育児、要介護者の
役割など）様々な地域

課題の発生（介護難民、介護共倒れ、孤立死、買い物難民、交通過
疎地など）に対して、過度に社会化されすぎた解決策がつながりの
希薄さを増大させています。立場が違っても一緒に課題解決を図る
関係づくりを目指した行動を日頃からしておく必要があると考えます。
新しくチャレンジするボッチャに対して、「初めてでもうまくできる
だろうか」「知らない人とうまくいくだろうか」などの不安を持ってい
ます。そんな不安を抱くのは私一人ではないと思います。ボッチャを
共に体験するという新たな取り組みが、『課題解決』『おたがいさま』『共
創・価値創造の共有』につながり、絆を深めることになると考えます。
このように老人クラブの意義は、地域共生社会を一緒に創っていくこ
とだと思っています。

西部
ブロック

北広島町老人クラブ連合会 大朝支部 副部長   松江  貞夫
新しき挑戦

南部
ブロック 『情報』と『交流』を力に

会員 893 名と絆を深めるための日常の情報・交流を大切に取り組ん
でいます。そのため、毎月第一木曜日に本部役員（社会奉仕部長・スポー
ツ部長等）9 名による部長会議を開催し、翌週木曜日に開催される単位
クラブ会長会議に備えて、活動予定や情報交換の場を持っています。
「会員の皆さんの楽し
く健康的な日常生活」
を支えていただくために
は、22 名の単位クラブ
会長、そして女性部長・
若手委員長の指導力が
大切であるとの “思い”
を共有しています。
会長等が動きやすい環境整備を図るために、常に現状に沿った規約

の改廃等も大切な仕事になっています。
○単位クラブにおいて、前年度 5 名以上増員クラブに報奨金の支給
○地域において、懇親会・交流会を開催したクラブに助成金の支給
○県老連等で表彰された受賞者に記念品料の贈呈
○在職年数に応じた労金・離任功労金の贈呈
等々、平素の活動に報いるための一助としています。
また、女性部においても、日常のあいさつ運動や地域での行事に積

極的な参加を心がけるなど、地域の方々との交流を深めるよう努めてい

ます。女性部が会員増強運動の一環として、チームを組んで地域の友愛
訪問を実施し、前年度は40 余名の会員の入会が得られたとの報告があ
りました。まさに、「女性パワーは偉大なり」を実感した次第です。
会員の減少に歯止めがかかっている要因は定かではありませんが、地

域における日常のあいさつや、あらゆる会合での情報・親交が奏功した
例かとも思っています。
令和 4 年度広島県老人クラブ大会において新規結成老人クラブ表彰

（入会者 41名）を、更には全国老人クラブ大会において優良団体表彰
の一員として受賞した明るい話題もあり、「老人クラブに加入して楽し
かった。元気をもらった」との声を励みに、今後も地域との交流、信頼
関係を深めていく決意です。

江田島市老人クラブ連合会 江田島町連合会 事務局長   坂本  晏博

中部
ブロック

竹原市老人クラブ連合会 白寿会 会長   笠岡  明彦

高齢化率42％超の中で、老人クラブの果たすべき役割や
重要性を地域の方に訴えよう！

竹原市は平成の大合併に近隣の市町村との合併が成立せず、人口の
減少が止まらず、現在の高齢化率は42パーセント超で全国平均の2倍近
くにもなっています。そうした中、私たち白寿クラブは少人数（会員数
50名）の小さいクラブですが、「これからの高齢化社会には老人クラブの
活動が重要で必要である」との思いで、日々活動をしています。その白
寿会の行事をご紹介します。
コロナ禍でも、クラブの活動は工夫を凝らして実施しています。年4
回行っていた『誕生日会』は集まってお祝いをしていましたが、現在は友
愛活動を兼ねてお祝い品を持って家庭訪問し交流を図っています。訪
問することで会員お一人お一人の健康状態等が分かるので、皆で絆を
絶やさず乗り切っていこうと思っています。
また、コロナ禍で大きな声で話をし笑う機会が少ない中、時代劇やお
笑いの『DVD観賞』も実施しています。暖かい季節に、窓を開けて私語
は慎みながらも、「声を出して笑う事がこんなにも楽しいのか」と参加し
た皆さんは再認識されて喜んでいます。
『花のあるまち・ゴミのないまちづく
り』では、文教の町・竹原市が生んだ頼
山陽等多くの偉人たちが祀られている
郷賢祠の清掃をしています。クラブの
有志が20年以上続けており、毎月20
日頃に落ち葉の清掃やゴミのかたづ

け、草取りを行います。清掃の後、見渡すと心身共にスッキリし会話も弾
みます。
筋力アップのためにと、平成30年1月に『はつらつ体操教室』（週1回　
木曜日）を立ち上げ、その後『いきいき体操』も組み合わせて実施してい
ます。また、椅子に座って行う体操やお口の体操、早口言葉等にも取組
んでいます。この教室は好評のため、令
和2年1月から週2回（月・木）実施してい
ましたが、コロナ禍で緊急事態宣言が出
され、3ヵ月間休みを取りました。参加者
が「体力の低下を実感し、続けることの大
切さを再認識した」と話していました。
その他の行事としては、介護福祉課の支援で（年4回）、①理学療法士

による運動の指導、②管理栄養士による食に関する指導、③歯科衛生士
による口腔ケアの指導、④体力測定を実施しています。
3年にわたるコロナ禍によって、身の回りの高齢者とのコミュニケー

ションの機会が減少し、寂しく孤独を感じている人が増えています。老
老介護も珍しい事ではありません。このような時代だからこそ、老人ク
ラブの存在は極めて重要ではないでしょうか。高齢者に焦点を当て全
国的に組織化し取り組んでいる団体は、老人クラブだけだと思います。
その重要性、必要性を再認識して、地域の方に理解していただけるよう
に訴え、会員の増強へ繋げていきたいものです。

上豊松福寿老人クラブは、神石高原町の豊松老人クラブ連合会の中にあ
る3つの単位クラブの中の一つで、会員数は38名です。岡山県との県境に
あり、過疎化・高齢化が進んでいますが、会員はトマトやブドウ栽培等に励
んでいます。
ここ最近は、新型コロナウィルス感染拡大により様々な行事が中止に
なったり自粛したりと、活動や交流の場が少なくなっていましたが、今年度
は感染対策をし、月々の定例会や研修、カラオケや地域の行事に参加した
り、草刈りや清掃活動を行うことができました。
一番の活性化につながっているのはグラウンド・ゴルフではないかと思
います。現在、月3回練習していますが、練習の甲斐もあり町内の大会では
優勝者や上位入賞者が多く出ました。この結果を励みに、メンバーは練習
にもますます熱が入ってきています。
健康のためには、『運動』と『コミュニケーション』が大事だと感じていま

すが、まさにグラウンド・ゴルフ
はうってつけのようです。参加
者からは、「練習の日を楽しみ
にしている」「生きがいに繋
がっている」「仲間と会い、色
んな話ができる」「みんなで楽
しめる」「個人戦なので気軽に

参加できる」「前より元気になったように思う」「ホールインワンが出た時
にはとても嬉しく、みんなで喜んでいる」など前向きな声ばかりが聞こえ
てきます。相互の安否確認や健康状態の確認などもでき、クラブ自体にも
活気が出ているように思います。
グラウンド・ゴルフ未経験者の会員にも声をかけて体験してもらい、一人
でも多くの会員さんと“げんきいっぱい”にグラウンド・ゴルフを楽しみなが
ら、明るく続けていきたいと思います。

東部
ブロック グラウンド・ゴルフを通じて

神石高原町老人クラブ連合会  上豊松福寿老人クラブ 会長   岡﨑  奠
さだむ

きょうけんし
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昨年、支部役員会で女性部長が「女性部でボッチャ教室に参加した
ことがとても良い経験になりました。年齢を重ねても、新しい事に挑
戦するのは頭と心がドキドキわくわくします」と話されていました。
私はボッチャが東京パラリンピックの競技にあったことを思い出し、

話を聞くうちに「年を取ってからでもできるならやってみよう」と、
やる気を起こしました。そこで、女性部長にボッチャのルール、投げ方、
採点方法などを教わりました。ボールを投げるだけの競技かと思って
いましたが、ボールの投げ方の工夫や転がし方次第で逆転劇もあると
いうことがわかりました。頭と体を使うスリリングで奥深いこのニュー
スポーツに、ますます興味がわきました。
そこで、私は単位クラブあるいは支部の活動としてボッチャを広げ

ていきたいと考えました。近くの集会所を回りながら、ボッチャを通
じた新しい出会いが楽しみです。
今回「新しき挑戦」から「老人クラブの役割・意義」の視点で考え

てみました。現在、老人クラブは衰退傾向です。長寿化により60 歳
以降の 20 年間のそれぞ
れの役割が多様になって
います。（例：子、働き手、
親、祖父母の役割、孫
子の育児、要介護者の
役割など）様々な地域

課題の発生（介護難民、介護共倒れ、孤立死、買い物難民、交通過
疎地など）に対して、過度に社会化されすぎた解決策がつながりの
希薄さを増大させています。立場が違っても一緒に課題解決を図る
関係づくりを目指した行動を日頃からしておく必要があると考えます。
新しくチャレンジするボッチャに対して、「初めてでもうまくできる
だろうか」「知らない人とうまくいくだろうか」などの不安を持ってい
ます。そんな不安を抱くのは私一人ではないと思います。ボッチャを
共に体験するという新たな取り組みが、『課題解決』『おたがいさま』『共
創・価値創造の共有』につながり、絆を深めることになると考えます。
このように老人クラブの意義は、地域共生社会を一緒に創っていくこ
とだと思っています。

西部
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北広島町老人クラブ連合会 大朝支部 副部長   松江  貞夫
新しき挑戦

南部
ブロック 『情報』と『交流』を力に

会員 893 名と絆を深めるための日常の情報・交流を大切に取り組ん
でいます。そのため、毎月第一木曜日に本部役員（社会奉仕部長・スポー
ツ部長等）9 名による部長会議を開催し、翌週木曜日に開催される単位
クラブ会長会議に備えて、活動予定や情報交換の場を持っています。
「会員の皆さんの楽し
く健康的な日常生活」
を支えていただくために
は、22 名の単位クラブ
会長、そして女性部長・
若手委員長の指導力が
大切であるとの “思い”
を共有しています。
会長等が動きやすい環境整備を図るために、常に現状に沿った規約

の改廃等も大切な仕事になっています。
○単位クラブにおいて、前年度 5 名以上増員クラブに報奨金の支給
○地域において、懇親会・交流会を開催したクラブに助成金の支給
○県老連等で表彰された受賞者に記念品料の贈呈
○在職年数に応じた労金・離任功労金の贈呈
等々、平素の活動に報いるための一助としています。
また、女性部においても、日常のあいさつ運動や地域での行事に積

極的な参加を心がけるなど、地域の方々との交流を深めるよう努めてい

ます。女性部が会員増強運動の一環として、チームを組んで地域の友愛
訪問を実施し、前年度は40 余名の会員の入会が得られたとの報告があ
りました。まさに、「女性パワーは偉大なり」を実感した次第です。
会員の減少に歯止めがかかっている要因は定かではありませんが、地

域における日常のあいさつや、あらゆる会合での情報・親交が奏功した
例かとも思っています。
令和 4 年度広島県老人クラブ大会において新規結成老人クラブ表彰

（入会者 41名）を、更には全国老人クラブ大会において優良団体表彰
の一員として受賞した明るい話題もあり、「老人クラブに加入して楽し
かった。元気をもらった」との声を励みに、今後も地域との交流、信頼
関係を深めていく決意です。

江田島市老人クラブ連合会 江田島町連合会 事務局長   坂本  晏博
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竹原市老人クラブ連合会 白寿会 会長   笠岡  明彦

高齢化率42％超の中で、老人クラブの果たすべき役割や
重要性を地域の方に訴えよう！

竹原市は平成の大合併に近隣の市町村との合併が成立せず、人口の
減少が止まらず、現在の高齢化率は42パーセント超で全国平均の2倍近
くにもなっています。そうした中、私たち白寿クラブは少人数（会員数
50名）の小さいクラブですが、「これからの高齢化社会には老人クラブの
活動が重要で必要である」との思いで、日々活動をしています。その白
寿会の行事をご紹介します。
コロナ禍でも、クラブの活動は工夫を凝らして実施しています。年4
回行っていた『誕生日会』は集まってお祝いをしていましたが、現在は友
愛活動を兼ねてお祝い品を持って家庭訪問し交流を図っています。訪
問することで会員お一人お一人の健康状態等が分かるので、皆で絆を
絶やさず乗り切っていこうと思っています。
また、コロナ禍で大きな声で話をし笑う機会が少ない中、時代劇やお
笑いの『DVD観賞』も実施しています。暖かい季節に、窓を開けて私語
は慎みながらも、「声を出して笑う事がこんなにも楽しいのか」と参加し
た皆さんは再認識されて喜んでいます。
『花のあるまち・ゴミのないまちづく
り』では、文教の町・竹原市が生んだ頼
山陽等多くの偉人たちが祀られている
郷賢祠の清掃をしています。クラブの
有志が20年以上続けており、毎月20
日頃に落ち葉の清掃やゴミのかたづ

け、草取りを行います。清掃の後、見渡すと心身共にスッキリし会話も弾
みます。
筋力アップのためにと、平成30年1月に『はつらつ体操教室』（週1回　
木曜日）を立ち上げ、その後『いきいき体操』も組み合わせて実施してい
ます。また、椅子に座って行う体操やお口の体操、早口言葉等にも取組
んでいます。この教室は好評のため、令
和2年1月から週2回（月・木）実施してい
ましたが、コロナ禍で緊急事態宣言が出
され、3ヵ月間休みを取りました。参加者
が「体力の低下を実感し、続けることの大
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による運動の指導、②管理栄養士による食に関する指導、③歯科衛生士
による口腔ケアの指導、④体力測定を実施しています。
3年にわたるコロナ禍によって、身の回りの高齢者とのコミュニケー

ションの機会が減少し、寂しく孤独を感じている人が増えています。老
老介護も珍しい事ではありません。このような時代だからこそ、老人ク
ラブの存在は極めて重要ではないでしょうか。高齢者に焦点を当て全
国的に組織化し取り組んでいる団体は、老人クラブだけだと思います。
その重要性、必要性を再認識して、地域の方に理解していただけるよう
に訴え、会員の増強へ繋げていきたいものです。

上豊松福寿老人クラブは、神石高原町の豊松老人クラブ連合会の中にあ
る3つの単位クラブの中の一つで、会員数は38名です。岡山県との県境に
あり、過疎化・高齢化が進んでいますが、会員はトマトやブドウ栽培等に励
んでいます。
ここ最近は、新型コロナウィルス感染拡大により様々な行事が中止に
なったり自粛したりと、活動や交流の場が少なくなっていましたが、今年度
は感染対策をし、月々の定例会や研修、カラオケや地域の行事に参加した
り、草刈りや清掃活動を行うことができました。
一番の活性化につながっているのはグラウンド・ゴルフではないかと思

います。現在、月3回練習していますが、練習の甲斐もあり町内の大会では
優勝者や上位入賞者が多く出ました。この結果を励みに、メンバーは練習
にもますます熱が入ってきています。
健康のためには、『運動』と『コミュニケーション』が大事だと感じていま

すが、まさにグラウンド・ゴルフ
はうってつけのようです。参加
者からは、「練習の日を楽しみ
にしている」「生きがいに繋
がっている」「仲間と会い、色
んな話ができる」「みんなで楽
しめる」「個人戦なので気軽に

参加できる」「前より元気になったように思う」「ホールインワンが出た時
にはとても嬉しく、みんなで喜んでいる」など前向きな声ばかりが聞こえ
てきます。相互の安否確認や健康状態の確認などもでき、クラブ自体にも
活気が出ているように思います。
グラウンド・ゴルフ未経験者の会員にも声をかけて体験してもらい、一人
でも多くの会員さんと“げんきいっぱい”にグラウンド・ゴルフを楽しみなが
ら、明るく続けていきたいと思います。

東部
ブロック グラウンド・ゴルフを通じて

神石高原町老人クラブ連合会  上豊松福寿老人クラブ 会長   岡﨑  奠
さだむ

きょうけんし

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（8）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（9） 2023（令和5）年3月1日2023（令和5）年3月1日



　教育と文化の振興のためにさまざまな活動に取り組む渋谷育英会（福山市）が
特に力を入れているのが「たくましい子になろう教育塾」の運営です。
　教育塾は1996年に開設。いじめ、不登校などの問題で悩む子どもの相談や学習
支援などを無償で引き受け、学校への復帰や進学のために様々な取り組みを行っ
ています。教育塾の施設は福山市内のフクツーけんこうプラザにあり、プールやス
ポーツジム、テニスコートを完備。元教諭など５人のスタッフが子どもたちに親身に
接し、日々の勉強や体力づくりをサポートしています。教育塾への出席は、学校長の
裁量で学校の出席扱いとして認められます。スタッフは毎月、教育委員会と学校長
に子どもの状況報告を行い、学校や保護者との連携を深めていることも特長です。
　通塾する子どもたちは、「先生や仲間が親しみやすくて居心地がいい」「皆と一緒
に勉強したり、料理を作ったりするのが楽しい」など教育塾で、少しずつ明るさを取
り戻していきます。これまで広島県内外から延べ約17,500件の相談があり、通塾し
た約800人のおよそ８割が学校復帰や進学を果たしています。その中の一人で、小
学校教員になったというOGは「教育塾はいつでも自分を温かく迎えてくれる場所。
そう思うだけで前向きな気持ちになれた」と振り返ります。
　集団生活になじめない子どもたちを支える「心のよりどころ」として、教育塾はこれ
からも活動をさらに充実させていきます。

理事長  小丸成洋

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

活性化を目指して

認
知
症
は
、
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
発
症
リ

ス
ク
が
高
ま
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
平
均
寿
命

が
年
々
伸
び
、
長
寿
大
国
と
な
っ
た
日
本
で
は
、

増
え
て
い
く
認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
る
た

め
に
、
国
を
挙
げ
て
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
取
組
は
、「
予
防
」
と
「
共
生
」

と
い
う
視
点
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

「
予
防
」
と
は
、「
認
知
症
に
な
ら
な
い
」
で

は
な
く
、「
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
」「
認

知
症
に
な
っ
て
も
進
行
を
緩
や
か
に
す
る
」
と

い
う
意
味
で
す
。
様
々
な
研
究
か
ら
、
認
知
症

の
発
症
を
遅
ら
せ
る
ポ
イ
ン
ト
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。

三
原
市
で
は
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

地
域
で
実
施
し
て
い
る
団
体
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
地
域
の
活
動
は
、
運
動
不
足

の
解
消
に
加
え
人
と

の
交
流
に
つ
な
が

り
、
体
力
維
持
や
認

知
症
の
発
症
を
遅
ら

せ
る
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

一
方
、「
共
生
」
と
は
、「
認
知
症
に
な
っ
て

も
希
望
を
も
っ
て
認
知
症
と
共
に
生
き
る
」「
認

知
症
の
人
と
同
じ
地
域
で
共
に
生
き
る
」
と
い

う
意
味
で
す
。

物
忘
れ
が
進
行
す
る
と
、
生
活
の
中
で
様
々

な
難
し
さ
が
出
て
き
ま
す
。
多
く
の
場
面
で
、

人
の
助
け
や
見
守
り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
く
な
り
、
孤

立
す
る
認
知
症
の
人
も
い
ま
す
。

た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
希
望
を
も
っ

て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
医
療
や
介
護
の
専

門
職
の
関
り
も
大
切
で
す
が
、
馴
染
み
の
人
た

ち
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

誰
も
が
他
人
ご
と
で
は
な
い
認
知
症
。
認
知

症
の
特
徴
を
理
解
し
、
地
域
全
体
で
認
知
症
の

人
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
を
理
解
し
て
、

認
知
症
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

活
動
賞（
仲
間
づ
く
り
）を
受
賞

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

布
野
支
部

三
原
市
高
齢
者
福
祉
課 

保
健
師

保健医療
コラム

百
歳
体
操
で
、い
き
い
き
百
歳

森
田
ミ
ツ
コ
さ
ん
は
大
正
12
年
３

月
１
日
生
ま
れ
の
99
歳
。
こ
の
広
報

誌
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
読
ん
で
頂
い

て
い
る
頃
に
は
100
歳
を
迎
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
週
に
１
回
通
わ

れ
て
い
る
サ
ロ
ン
に
、森
田
さ
ん
を

訪
ね
ま
し
た
。

15
年
以
上
続
い
て
い
る
こ
の
サ
ロ

ン
で
は
、５
年
前
か
ら
保
健
師
さ
ん

に
薦
め
ら
れ
て「
い
き
い
き
百
歳
体

操
」を
メ
イ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
百
歳
体
操
は
介
護
予
防
の
た
め

に
高
知
県
高
知
市
で
開
発
さ
れ
た
体

操
で
、手
首
や
足
首
に
お
も
り
を
つ

け
る
こ
と
で
負
荷
を
か
け
、筋
力
向

上
を
目
指
す
も
の
で
、三
原
市
も
推

奨
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
10
人
程
で
、森
田
さ

ん
は
サ
ロ
ン
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
、

毎
週
欠
か
さ
ず
に
参
加
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

一番
の
楽
し
み
は
、お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

「
体
操
も
い
い
だ
け
ど
、終
わ
っ
た

後
に
皆
さ
ん
で
ワ
イ
ワ
イ
と
お
し
ゃ

べ
り
す
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
」、と

森
田
さ
ん
。

午
後
１
時
半
か
ら
約
30
分
間
は
体

操
を
し
て
、そ
こ
か
ら
は
お
茶
と
お

菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
楽
し
い

座
談
会
の
始
ま
り
で
す
。
話
に
花
が

咲
き
、毎
回
夕
方
４
時
く
ら
い
に
解

散
と
な
る
そ
う
で
す
。

少
し
耳
が
遠
く
な
ら
れ
た
森
田
さ

ん
で
す
が
、そ
れ
で
も
皆
さ
ん
と
の

こ
の
時
間
が
、か
け
が
え
の
な
い
幸

せ
な
ひ
と
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
日
２
回
の
散
歩
が
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

森
田
さ
ん
は
呉
で
生
ま
れ
、小
学

校
１
年
の
時
に
祖
父
母
が
い
る
三
原

に
引
っ
越
し
、中
学
を
卒
業
し
て
か

ら
は
親
戚
が
営
む
呉
の
呉
服
屋
さ
ん

で
働
き
始
め
ま
し
た
。

21
歳
で
結
婚
し
て
北
九
州
市
門
司

で
暮
ら
し
始
め
、新
聞
社
で
活
字
を

拾
う
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

や
が
て
戦
争
が
激
し
く
な
り
、心
配

し
た
祖
父
に
呼
び
戻
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
三
原
で
は
タ
バ
コ
の
葉
を
乾
燥

す
る
専
売
公
社
の
工
場
で
働
き
、１

男
２
女
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

激
動
の
100
年
を
生
き
抜
い
て
き
た

森
田
さ
ん
、現
在
は
２
番
目
の
娘
さ

ん
と
の
二
人
暮
ら
し
だ
そ
う
で
す
。

娘
さ
ん
曰
く
、「
母
が
特
に
健
康
に

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
と
い
っ
た
ら

散
歩
く
ら
い
で
す
。
午
前
と
午
後
に

１
回
ず
つ
、毎
日
欠
か
さ
ず
10
分
ほ

ど
散
歩
を
し
て
い
ま
す
。
手
押
し
車

を
押
し
な
が
ら
で
す
け
ど
」そ
の
何
気

な
い
日
常
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
が
、森

田
さ
ん
の
健
康
に
一
役
買
っ
て
い
る

の
で
す
ね
。
ま
さ
に
、『
継
続
は
力
な

り
』で
す
。

私の健康法
三原市老連  森田 ミツコさん（99歳）

「仲間と過ごす時間」と
「毎日の散歩」。

認
知
症
予
防
に
、

　「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」を

　
　
　
　

  

実
施
す
る
団
体
を
支
援

他
人
事
で
は
な
い『
認
知
症
』、

温
か
く
見
守
る
地
域
の
重
要
性

町老連は、令和元年より老人クラブの危機問題に継続的に取り組んで
きました。
1.イメージが悪い老人クラブの名称を「健康クラブ」の愛称に変えた。
2.若手委員会でゴルフ大会を開催し、毎年数名が大会参加のために新
加入している。
3.女性委員会は、コロナ禍でも活動可
能なパッチワークキルトの制作を行
い、できる範囲で活動を続けている。
4.趣味部会は、令和4年より切り絵の講
習会と川柳の募集を始めた。
5.町連理事会会場を3支部で順番に行
い、交通費手当を支払うことにした。
6.無くなったクラブ地区の有志が、地域
に関係なく友人知人のグループをつ
くり、町老連加入への申し込みをするクラブが現われた。
7.自治センター単位でのクラブ運営が出始める。
8.親睦のみのイベントを3支部で開催するよう呼びかける。
（1）親睦カラオケ集会　（2）親睦男女混成ダブルス グラウンド・ゴルフ
集会（順位を競わないこと）
これらの取組みをしていますが、延命措置に過ぎず根本的解決には
ならないのではないかと思っています。

令和4年12月に「本音で語ろう老人
クラブの危機」のテーマで地域指導者
研修会を実施しました。事前に11項目
の実態調査をし、その集計結果を元に
グループ討議形式で行いました。老人
クラブ減少化の根本原因は単純・明白
で、次世代の加入激減によるものです。問題はなぜ加入しないのか？ そ
の背景や要因を明らかにして対策を取らなければなりません。
実態調査の結果として、①クラブ平均年齢は77歳から89歳まであり
大多数が80歳台。②小人数高齢者組織になり、世話ができる役員も少な
く解散に追い込まれる。③会員は福祉活動の担い手という認識は乏し
く、趣味・娯楽活動での親睦を望んでいる。④福祉活動の担い手は社会
福祉協議会に移行しており、会員の多くが世話になっている。⑤広範囲
での多様な交流活動（職域・同窓会・同好会・文化教室・インターネット
等）が可能な時代で、小地域で拘束される活動は嫌われる等々の問題点
があがってきました。
少子高齢化、過疎化による集落維持など大きな社会問題が山積する
今日、低加入率組織となった老人クラブという枠組みの中だけで考える
時期ではないと思われます。大多数の会員外高齢者をも含めた「高齢者
の幸せとは何か」という本質的な観点に立ち返り、老人クラブそのもの
を見直すチャンスではないでしょうか。

北部
ブロック

世羅町老人クラブ連合会 会長   田坂  誠
老人クラブの危機問題に継続的に取り組む

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
『
活
動
賞
』

を
受
賞
さ
れ
た
布
野
支
部
で
は
、
支
部
長

の
升
井
紘
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
「
土
鈴

ク
ラ
ブ
」
の
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

約
60
年
間
続
け
て
い
る
手
作
り
土
鈴
を
通

じ
た
活
動
は
、
し
っ
か
り
と
地
域
に
根
差

し
て
い
ま
す
。

園
児
や
小
学
生
に
土
鈴
を
贈
り
、
地

元
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
育
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
次
市
老
連
会
員

向
け
の
体
験
講
座
も
開
き
、
会
員
に
温

か
み
の
あ
る
土
鈴
の
可
愛
ら
し
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

現
在
メ
ン
バ
ー
は

10
人
、
布
野
生
涯
活

動
セ
ン
タ
ー
で
毎
週

金
曜
日
に
集
ま
っ
て

土
鈴
づ
く
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。
型
づ
く

り
専
門
の
山
根
さ
ん

は
10
年
の
ベ
テ
ラ
ン
、
三
次
人
形
や
干
支

の
兎
な
ど
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
て
焼
き
上

げ
ま
す
。後
の
メ
ン
バ
ー
は
絵
付
け
担
当
、

こ
こ
に
来
る
の
が
楽
し
い
、
生
き
が
い
づ

く
り
」
と
和
気
あ
い
あ
い
と
筆
を
動
か
し

ま
す
。
皆
さ
ん
が
作
っ
た
ス
テ
キ
な
土
鈴

は
、「
道
の
駅
ふ
れ
あ
い
市
場
」
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

1体600円、
2体でお得な1,000円

❶
運
動
不
足
の
改
善

❷
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の

　生
活
習
慣
病
の
予
防

❸
人
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ

❹
職
場
、地
域
、家
庭
で
の
役
割
を
維
持
す
る
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　教育と文化の振興のためにさまざまな活動に取り組む渋谷育英会（福山市）が
特に力を入れているのが「たくましい子になろう教育塾」の運営です。
　教育塾は1996年に開設。いじめ、不登校などの問題で悩む子どもの相談や学習
支援などを無償で引き受け、学校への復帰や進学のために様々な取り組みを行っ
ています。教育塾の施設は福山市内のフクツーけんこうプラザにあり、プールやス
ポーツジム、テニスコートを完備。元教諭など５人のスタッフが子どもたちに親身に
接し、日々の勉強や体力づくりをサポートしています。教育塾への出席は、学校長の
裁量で学校の出席扱いとして認められます。スタッフは毎月、教育委員会と学校長
に子どもの状況報告を行い、学校や保護者との連携を深めていることも特長です。
　通塾する子どもたちは、「先生や仲間が親しみやすくて居心地がいい」「皆と一緒
に勉強したり、料理を作ったりするのが楽しい」など教育塾で、少しずつ明るさを取
り戻していきます。これまで広島県内外から延べ約17,500件の相談があり、通塾し
た約800人のおよそ８割が学校復帰や進学を果たしています。その中の一人で、小
学校教員になったというOGは「教育塾はいつでも自分を温かく迎えてくれる場所。
そう思うだけで前向きな気持ちになれた」と振り返ります。
　集団生活になじめない子どもたちを支える「心のよりどころ」として、教育塾はこれ
からも活動をさらに充実させていきます。

理事長  小丸成洋

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

活性化を目指して
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知
症
は
、
年
齢
を
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と
に
発
症
リ
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ク
が
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ま
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
平
均
寿
命

が
年
々
伸
び
、
長
寿
大
国
と
な
っ
た
日
本
で
は
、

増
え
て
い
く
認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
る
た

め
に
、
国
を
挙
げ
て
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
取
組
は
、「
予
防
」
と
「
共
生
」

と
い
う
視
点
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

「
予
防
」
と
は
、「
認
知
症
に
な
ら
な
い
」
で

は
な
く
、「
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
」「
認

知
症
に
な
っ
て
も
進
行
を
緩
や
か
に
す
る
」
と

い
う
意
味
で
す
。
様
々
な
研
究
か
ら
、
認
知
症

の
発
症
を
遅
ら
せ
る
ポ
イ
ン
ト
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。

三
原
市
で
は
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

地
域
で
実
施
し
て
い
る
団
体
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
地
域
の
活
動
は
、
運
動
不
足

の
解
消
に
加
え
人
と

の
交
流
に
つ
な
が

り
、
体
力
維
持
や
認

知
症
の
発
症
を
遅
ら

せ
る
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

一
方
、「
共
生
」
と
は
、「
認
知
症
に
な
っ
て

も
希
望
を
も
っ
て
認
知
症
と
共
に
生
き
る
」「
認

知
症
の
人
と
同
じ
地
域
で
共
に
生
き
る
」
と
い

う
意
味
で
す
。

物
忘
れ
が
進
行
す
る
と
、
生
活
の
中
で
様
々

な
難
し
さ
が
出
て
き
ま
す
。
多
く
の
場
面
で
、

人
の
助
け
や
見
守
り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
く
な
り
、
孤

立
す
る
認
知
症
の
人
も
い
ま
す
。

た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
希
望
を
も
っ

て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
医
療
や
介
護
の
専

門
職
の
関
り
も
大
切
で
す
が
、
馴
染
み
の
人
た

ち
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

誰
も
が
他
人
ご
と
で
は
な
い
認
知
症
。
認
知

症
の
特
徴
を
理
解
し
、
地
域
全
体
で
認
知
症
の

人
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
を
理
解
し
て
、

認
知
症
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

活
動
賞（
仲
間
づ
く
り
）を
受
賞

三
次
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

布
野
支
部

三
原
市
高
齢
者
福
祉
課 

保
健
師

保健医療
コラム

百
歳
体
操
で
、い
き
い
き
百
歳

森
田
ミ
ツ
コ
さ
ん
は
大
正
12
年
３

月
１
日
生
ま
れ
の
99
歳
。
こ
の
広
報

誌
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
読
ん
で
頂
い

て
い
る
頃
に
は
100
歳
を
迎
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
週
に
１
回
通
わ

れ
て
い
る
サ
ロ
ン
に
、森
田
さ
ん
を

訪
ね
ま
し
た
。

15
年
以
上
続
い
て
い
る
こ
の
サ
ロ

ン
で
は
、５
年
前
か
ら
保
健
師
さ
ん

に
薦
め
ら
れ
て「
い
き
い
き
百
歳
体

操
」を
メ
イ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
百
歳
体
操
は
介
護
予
防
の
た
め

に
高
知
県
高
知
市
で
開
発
さ
れ
た
体

操
で
、手
首
や
足
首
に
お
も
り
を
つ

け
る
こ
と
で
負
荷
を
か
け
、筋
力
向

上
を
目
指
す
も
の
で
、三
原
市
も
推

奨
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
10
人
程
で
、森
田
さ

ん
は
サ
ロ
ン
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
、

毎
週
欠
か
さ
ず
に
参
加
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

一番
の
楽
し
み
は
、お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

「
体
操
も
い
い
だ
け
ど
、終
わ
っ
た

後
に
皆
さ
ん
で
ワ
イ
ワ
イ
と
お
し
ゃ

べ
り
す
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
」、と

森
田
さ
ん
。

午
後
１
時
半
か
ら
約
30
分
間
は
体

操
を
し
て
、そ
こ
か
ら
は
お
茶
と
お

菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
楽
し
い

座
談
会
の
始
ま
り
で
す
。
話
に
花
が

咲
き
、毎
回
夕
方
４
時
く
ら
い
に
解

散
と
な
る
そ
う
で
す
。

少
し
耳
が
遠
く
な
ら
れ
た
森
田
さ

ん
で
す
が
、そ
れ
で
も
皆
さ
ん
と
の

こ
の
時
間
が
、か
け
が
え
の
な
い
幸

せ
な
ひ
と
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
日
２
回
の
散
歩
が
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

森
田
さ
ん
は
呉
で
生
ま
れ
、小
学

校
１
年
の
時
に
祖
父
母
が
い
る
三
原

に
引
っ
越
し
、中
学
を
卒
業
し
て
か

ら
は
親
戚
が
営
む
呉
の
呉
服
屋
さ
ん

で
働
き
始
め
ま
し
た
。

21
歳
で
結
婚
し
て
北
九
州
市
門
司

で
暮
ら
し
始
め
、新
聞
社
で
活
字
を

拾
う
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

や
が
て
戦
争
が
激
し
く
な
り
、心
配

し
た
祖
父
に
呼
び
戻
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
三
原
で
は
タ
バ
コ
の
葉
を
乾
燥

す
る
専
売
公
社
の
工
場
で
働
き
、１

男
２
女
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

激
動
の
100
年
を
生
き
抜
い
て
き
た

森
田
さ
ん
、現
在
は
２
番
目
の
娘
さ

ん
と
の
二
人
暮
ら
し
だ
そ
う
で
す
。

娘
さ
ん
曰
く
、「
母
が
特
に
健
康
に

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
と
い
っ
た
ら

散
歩
く
ら
い
で
す
。
午
前
と
午
後
に

１
回
ず
つ
、毎
日
欠
か
さ
ず
10
分
ほ

ど
散
歩
を
し
て
い
ま
す
。
手
押
し
車

を
押
し
な
が
ら
で
す
け
ど
」そ
の
何
気

な
い
日
常
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
が
、森

田
さ
ん
の
健
康
に
一
役
買
っ
て
い
る

の
で
す
ね
。
ま
さ
に
、『
継
続
は
力
な

り
』で
す
。

私の健康法
三原市老連  森田 ミツコさん（99歳）

「仲間と過ごす時間」と
「毎日の散歩」。

認
知
症
予
防
に
、

　「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」を

　
　
　
　

  

実
施
す
る
団
体
を
支
援

他
人
事
で
は
な
い『
認
知
症
』、

温
か
く
見
守
る
地
域
の
重
要
性

町老連は、令和元年より老人クラブの危機問題に継続的に取り組んで
きました。
1.イメージが悪い老人クラブの名称を「健康クラブ」の愛称に変えた。
2.若手委員会でゴルフ大会を開催し、毎年数名が大会参加のために新
加入している。

3.女性委員会は、コロナ禍でも活動可
能なパッチワークキルトの制作を行
い、できる範囲で活動を続けている。

4.趣味部会は、令和4年より切り絵の講
習会と川柳の募集を始めた。

5.町連理事会会場を3支部で順番に行
い、交通費手当を支払うことにした。

6.無くなったクラブ地区の有志が、地域
に関係なく友人知人のグループをつ
くり、町老連加入への申し込みをするクラブが現われた。
7.自治センター単位でのクラブ運営が出始める。
8.親睦のみのイベントを3支部で開催するよう呼びかける。
（1）親睦カラオケ集会　（2）親睦男女混成ダブルス グラウンド・ゴルフ
集会（順位を競わないこと）
これらの取組みをしていますが、延命措置に過ぎず根本的解決には
ならないのではないかと思っています。

令和4年12月に「本音で語ろう老人
クラブの危機」のテーマで地域指導者
研修会を実施しました。事前に11項目
の実態調査をし、その集計結果を元に
グループ討議形式で行いました。老人
クラブ減少化の根本原因は単純・明白
で、次世代の加入激減によるものです。問題はなぜ加入しないのか？ そ
の背景や要因を明らかにして対策を取らなければなりません。
実態調査の結果として、①クラブ平均年齢は77歳から89歳まであり
大多数が80歳台。②小人数高齢者組織になり、世話ができる役員も少な
く解散に追い込まれる。③会員は福祉活動の担い手という認識は乏し
く、趣味・娯楽活動での親睦を望んでいる。④福祉活動の担い手は社会
福祉協議会に移行しており、会員の多くが世話になっている。⑤広範囲
での多様な交流活動（職域・同窓会・同好会・文化教室・インターネット
等）が可能な時代で、小地域で拘束される活動は嫌われる等々の問題点
があがってきました。
少子高齢化、過疎化による集落維持など大きな社会問題が山積する
今日、低加入率組織となった老人クラブという枠組みの中だけで考える
時期ではないと思われます。大多数の会員外高齢者をも含めた「高齢者
の幸せとは何か」という本質的な観点に立ち返り、老人クラブそのもの
を見直すチャンスではないでしょうか。

北部
ブロック

世羅町老人クラブ連合会 会長   田坂  誠
老人クラブの危機問題に継続的に取り組む

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
『
活
動
賞
』

を
受
賞
さ
れ
た
布
野
支
部
で
は
、
支
部
長

の
升
井
紘
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
「
土
鈴

ク
ラ
ブ
」
の
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

約
60
年
間
続
け
て
い
る
手
作
り
土
鈴
を
通

じ
た
活
動
は
、
し
っ
か
り
と
地
域
に
根
差

し
て
い
ま
す
。

園
児
や
小
学
生
に
土
鈴
を
贈
り
、
地

元
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
育
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
次
市
老
連
会
員

向
け
の
体
験
講
座
も
開
き
、
会
員
に
温

か
み
の
あ
る
土
鈴
の
可
愛
ら
し
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

現
在
メ
ン
バ
ー
は

10
人
、
布
野
生
涯
活

動
セ
ン
タ
ー
で
毎
週

金
曜
日
に
集
ま
っ
て

土
鈴
づ
く
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。
型
づ
く

り
専
門
の
山
根
さ
ん

は
10
年
の
ベ
テ
ラ
ン
、
三
次
人
形
や
干
支

の
兎
な
ど
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
て
焼
き
上

げ
ま
す
。後
の
メ
ン
バ
ー
は
絵
付
け
担
当
、

こ
こ
に
来
る
の
が
楽
し
い
、
生
き
が
い
づ

く
り
」
と
和
気
あ
い
あ
い
と
筆
を
動
か
し

ま
す
。
皆
さ
ん
が
作
っ
た
ス
テ
キ
な
土
鈴

は
、「
道
の
駅
ふ
れ
あ
い
市
場
」
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

1体600円、
2体でお得な1,000円

❶
運
動
不
足
の
改
善

❷
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の

　生
活
習
慣
病
の
予
防

❸
人
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ

❹
職
場
、地
域
、家
庭
で
の
役
割
を
維
持
す
る

2023（令和5）年3月1日2023（令和5）年3月1日 「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（10）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（11）
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事
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塚
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光
人

安
芸
高
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

美
土
里
町
愛
親
ク
ラ
ブ
会
長 

三
上 

啓

坂
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　会
長 

大
山 

一
雄

東
広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　安
芸
津
支
部 

原
田 

欣
二

昨
今
は
歴
史
ブ
ー
ム
と
も
い
わ

れ
て
お
り
、
全
国
２
万
か
所
以
上

あ
る
と
い
わ
れ
る
城
跡
巡
り
を
趣

味
と
す
る
方
も
多
い
そ
う
で
す
。

県
内
で
も
広
島
城
、
三
原
城
、
福

山
城
等
、
名
だ
た
る
お
城
も
多
い

中
、
実
は
大
竹
に
も
有
名
な
戦
国

大
名
が
築
い
た
お
城
が
に
あ
っ
た

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
名
を「
亀
居
城
」と
い
い

ま
す
。
時
は
関
ヶ
原
の
合
戦
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
敗
れ
た
西
軍

総
大
将
、
毛
利
輝
元
は
防
長
２
州

に
減
封
さ
れ
、
芸
備
２
州
は
福
島

正
則
が
治
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

毛
利
氏
と
領
地
を
接
す
る
こ

と
に
な
っ
た
福
島
正
則
は
、
安
芸

の
国
を
守
る
た
め
に
、
当
時
、
戦

略
上
の
要
衝
と
さ
れ
た
現
在
の
大

竹
市
小
方
の
海
沿
い
の
標
高
80

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
山
に
、
本
格
的

な
城
を
５
年
の
歳
月
を
か
け
て
完

成
さ
せ
ま
し
た（
１
６
０
８
年
）。

と
こ
ろ
が
、
築
城
わ
ず
か
３
年

で
徳
川
幕
府
の
命
を
受
け
破
却

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
な
ぜ

そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。「
広

島
城
の
支
城
に
し
て
は
あ
ま
り
に

も
巨
大
で
堅
固
で
あ
っ
た
た
め
、

徳
川
家
康
に
疑
念
を
持
た
れ
た
」

と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
そ
う

で
す
。

福
島
正
則
は
、
１
６
１
９
年
、

洪
水
で
被
害
を
受
け
た
広
島
城

の
石
垣
を
修
繕
し
た
と
こ
ろ
、
幕

府
に
無
断
で
行
っ
た
と
し
て
、
信

州
川
中
島
に
減
封
さ
れ
ま
し
た
。

豊
臣
恩
顧
の
大
名
で
あ
っ
た
の

で
、
徳
川
幕
府
に
と
っ
て
は
、
都

合
が
悪
い
存
在
だ
っ
た
の
で
は
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

破
却
か
ら
約
370
年
後
の
昭
和

50
年
代
に
は
天
守
台
や
石
垣
が

発
掘
さ
れ
、
そ
の
後
、
城
山
の
頂

上
付
近
は
史
跡
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
春
に

は
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
お
城
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
史
跡
公
園
の
近
く
に
駐

車
場
も
あ
り
ま
す
の
で
、
石
垣
や

頂
上
か
ら
の
眺
め
を
実
際
に
見
て

い
た
だ
け
る
と
、
古
の
お
城
の
イ

メ
ー
ジ
が
目
に
浮
か
ぶ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。
奇
し
く
も
、
今
年
の

N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
は「
ど
う

す
る
家
康
」で
す
。

徳
川
幕
府
に
翻
弄
さ
れ
た「
亀

居
城
」か
ら
見
下
ろ
せ
る
一
帯
は
、

幕
末
の
第
２
次
長
州
征
伐
の
激
戦

地
と
な
り
、
幕
府
軍
敗
走
の
端
緒

と
な
っ
た
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
歴
史
の
あ

る
大
竹
に
お
越
し
い
た
だ
け
る

と
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。心

地
よ
い
汗
を
か
い
た
後
は
、

大
竹
名
物
の
弥
栄
ま
ん
じ
ゅ
う
な

ど
で
腹
ご
し
ら

え
な
さ
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。（
来

て
つ
か
ぁ
さ
い
。

食
べ
て
つ
か
ぁ

さ
い
。）

坂
町
は
約
50
％
が
山
林
で
占
め

ら
れ
て
お
り
、
周
囲
は
約
７
㎞
の

海
岸
線
及
び
山
林
で
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。
海
岸
沿
い
に
は
島
影
の
美

し
い
広
島
港
の
風
景
が
広
が
り
、

四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
る
町
で
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を

活
か
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ

て
健
康
で
悠
々
と
し
た
心
豊
か
な

生
活
の
醸
成
を
目
指
そ
う
と
、
平

成
22
年
８
月
に
町
制
施
行
60
周

年
を
記
念
し
、「
坂
町
悠
々
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ま
ち
」宣
言
を

し
ま
し
た
。

広
島
港
を
望
む
平
成
ヶ
浜
地

区
を
中
心
に
、
歩
き
な
が
ら「
世

界
の
石
」を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
歩
行
者
専
用
道
路
や
、「
横
浜

公
園
」、「
さ
か
・
な
ぎ
さ
公
園
」、

夕
日
が
美
し
い
マ
リ
ン
リ
ゾ
ー
ト

「
ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂
」等
を

結
ぶ「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
」、
こ
れ
ら
既
存
の
公
園
等
と

「
小
屋
浦
い
こ
い
の
森
」、「
ふ
る

さ
と
自
然
の
み
ち
」更
に
瀬
戸
内

海
の
美
し
い
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
潮
風
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る「
水
尻
ベ
イ
サ
イ
ド
遊

歩
道
」や
坂
地
区
の
街
並
み
や
歴

史
資
源
で
あ
る
社
寺
、
城
跡
等
の

探
訪
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

「
天
神
堂
見
晴
ら
し
遊
歩
道
」等

七
つ
の
遊
歩
道
、
中
国
自
然
歩
道

を
有
機
的
に
結
び
、
町
内
全
域
の

緑
豊
か
な
景
観
・
自
然
や
歴
史
・

文
化
的
資
源
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
た「
二
十
一
世
紀
健
康
増
進
公

園
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

世
に
広
め
る
礎
を
築
き
ま
し
た
。

安
芸
津
に
あ
る
今
田
酒
造
で
は
、

珍
し
い
女
性
杜
氏
が
美
味
し
い
吟

醸
酒
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

安
芸
津
町
時
代
の
町
民
憲
章

の
一
番
目
に
、「
自
然
を
愛
し
、
美

し
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」と

あ
り
ま
す
が
、
町
民
は
そ
の
事
を

大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。

安
芸
津
で
風
景
の
良
い
場
所
に

は
、
赤
崎
海
岸
、
大
芝
町
、
正
福

寺
公
園
、
保
野
山
、
榊
山
公
園
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

海
岸
風
景
で
は
、
西
日
本
最
高

峰
の
石
鎚
山
が
眺
望
で
き
、
冬
場

に
は
海
面
に
下
位
蜃
気
楼
が
発
生

し
ま
す
。
平
成
19
年
に
は
西
日
本

で
最
初
の
国
道
185
号
が
風
景
街

道
に
任
命
さ
れ
て
、
さ
ざ
な
み
海

道
と
な
り
ま
し
た
。

風
景
だ
け
で
な
く
、
県
の
重
要

文
化
財
で
あ
る「
木
造
釈
迦
如
来

坐
像
」も
誇
れ
る
仏
像
の
一
つ
で

す
。
室
町
時
代
中
期（
15
世
紀
）

の
作
と
言
わ
れ
て
お
り
、
立
花
地

区
の
観
音
堂（
神
通
殿
）に
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
書
き
足
り
ま
せ
ん

が
、
県
内
外
の
皆
さ
ま
、
素
晴
し

い
安
芸
津
町
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

わ
が
町
の
名
所
名
品
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ
ば
一
目
瞭

然
で
す
。
時
代
は
千
変
万
化
の
様

を
呈
し
て
お
り
、
今
回
は『
わ
が

市
老
連
メ
ン
バ
ー
の
隠
れ
た
お
す

す
め
名
産
を
教
え
ち
ゃ
ろ
！
』を

投
稿
仕
る
の
で
、「
た
た
く
」よ
り

「
た
た
え
合
お
う
」の
精
神
で
、
ご

容
赦
あ
れ
。

一
つ
目
は
、
市
北
部
の
新
市
町

の
自
宅
脇
の
畑（
５
畝
）で
、
ス
イ

カ
や
メ
ロ
ン
と
と
も
に
春
先
に
苗

を
植
え
、
秋
に
収
穫
す
る「
ラ
グ

ビ
ー
か
ぼ
ち
ゃ
」で
す
。

１
本
の
苗
か
ら
10
個
程
度
が
収

穫
で
き
、
今
年
も
100
個
は
で
き
た

と
、
事
務
局
へ
持
参
さ
れ
た
新
市

学
区
連
合
会
の
平
田
会
長
。
知

り
合
い
の
農
園
主
か
ら「
お
い
し

い
か
ら
、
ま
あ
植
え
て
み
ろ
！
」

と
言
わ
れ
て
数
年
前
に
初
め
て
植

え
た
そ
う
で
す
。

一
般
的
な
か
ぼ
ち
ゃ
に
比
べ
て

と
に
か
く
甘
み
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
、
早
速
半
信
半
疑
で
事
務
局

職
員
宅
で
料
理
。
そ
の
味
は
、
ま

さ
に「
ブ
ラ
ボ
ー
！
」「
ア
ッ
パ
レ

を
ふ
た
つ
！
」で
し
た
。
正
式
に

は
、
こ
の
か
ぼ
ち
ゃ
は「
ロ
ロ
ン
か

ぼ
ち
ゃ
」と
言
い
、
14
年
前
に
販

売
さ
れ
た
も
の
で
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー

ル
形
の
ユ
ニ
ー
ク
な
形
を
し
た
南

京
の
品
種
で
す
。

育
成
者
の「
ロ
マ
ン
」と
食
味

が「
マ
ロ
ン
」の
よ
う
な
甘
さ
と
美

味
し
さ
を
持
つ
こ
と
が
由
来
だ
そ

う
で
す
。

二
つ
目
は
、
市
南
部
の
熊
野
町

で
、
２
反
と
５
反
の
畑
で「
く
わ

い
」と「
レ
ン
コ
ン
」を
生
産
す
る

熊
野
学
区
会
長
の
南
原
さ
ん
。

11
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬
に

か
け
て
は「
く
わ
い
」を
、
８
月
中

旬
か
ら
１
月
に
か
け
て
は「
レ
ン

コ
ン
」を
収
穫
し
、
市
内
の
ス
ー

パ
ー
や
市
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
実
績
は
、
く
わ
い
８
年
と

レ
ン
コ
ン
３
年
。
レ
ン
コ
ン
生
産

者
は
、
地
域
で
は
も
う
２
軒
し
か

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
貴

重
な
生
産
者
さ
ん
で
す
。
ホ
ー
ス

と
ポ
ン
プ
送
水
に
よ
る
水
圧
で
掘

る
作
業
は
、
ま
さ
に
泥
だ
ら
け
の

作
業
で
、
健
康
で
な
い
と
で
き
ま

せ
ん
よ
ね
。

ち
な
み
に
、
ク
ワ
イ
は
福
山
市

が
日
本
一
の
生
産
で
全
国
の
６
割

を
・・・
。

わ
が
町
美
土
里
町
は
昔
か
ら

神
楽
が
盛
ん
で
、
十
三
も
の
神
楽

団
が
あ
り
、
盛
ん
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
地
域
の
神
楽
は
石
見

神
楽
が
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
、

芸
北
地
方
に
広
ま
っ
た
も
の
の
一

つ
で
す
。

戦
前（
太
平
洋
戦
争
）は
、
高

田
舞
と
呼
ば
れ
て
人
気
が
あ
り
ま

し
た
。
敗
戦
後
は
、
G
・
H
・
Q

が
出
し
た
神
道
指
令
に
よ
っ
て
舞

え
な
く
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
す

が
、
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て

上
演
が
許
可
さ
れ
、
今
に
至
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
創
作
さ
れ
た
演
目

が
新
舞
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
が
今
で

は
主
流
と
な
り
、
神
楽
団
が
東
京

や
大
阪
に
出
か
け
て
舞
い
、
評
判

を
呼
ん
で
い
ま
す
。

美
土
里
町
は
、
南
に
横
田
・
本

郷
、
大
き
な
峠
を
越
え
て
北
に

北
・
生
桑
と
四
つ
の
地
区
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
小
さ
な
町
に
八
幡
さ

ん
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る

神
社
が
十
社
も
あ
り
ま
す
。
町

の
神
楽
団
が
活
動
の
拠
点
に
し
て

い
る
の
が
、
八
幡
神
社
の
神
楽
殿

な
の
で
す
。

自
分
た
ち
の
神
楽
を
津
間
八

幡
神
楽
と
か
川
角
山
八
幡
神
楽

と
い
う
よ
う
に
、
拠
点
と
し
て
い

る
神
社
の
名
称
を
つ
け
て
呼
ん
で

い
ま
す
。
便
宜
的
に
つ
け
た
わ
け

で
は
な
く
、
も
と
も
と
宮
神
楽
で

あ
っ
た
石
見
神
楽
を
継
承
し
、
今

も
忠
実
に
守
っ
て
い
る
こ
と
を
表

し
て
い
ま
す
。

北
地
区
に
あ
る
西
尾
山
八
幡

神
社
は
、
四
つ
の
神
楽
団
が
拠
点

と
し
て
い
ま
す
。
本
殿
は
元
禄
元

年
に
建
て
ら
れ
、
美
土
里
町
で
は

最
古
の
木
造
建
築
で
あ
り
、
市
の

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

本
殿
か
ら
石
段
を
降
り
た
境

内
に
は
、
本
殿
と
対
面
す
る
よ
う

に
神
楽
殿
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神

楽
殿
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
仕
掛
け

が
あ
り
、
演
目
に
よ
っ
て
は
舞
台

の
左
側
に
花
道
を
つ
け
る
工
夫
が

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
お
そ
ら
く

は
、
日
本
全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
、

花
道
を
つ
け
る
神
楽
殿
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

五
穀
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
と
、

八
幡
様
の
例
祭
日
は
大
変
な
賑

わ
い
と
な
り
ま
す
。
四
つ
の
神
楽

団
の
奉
納
神
楽
が
あ
る
か
ら
で

す
。祭

典
で
は
、
氏
子
代
表
と
し
て

神
楽
で
最
初
に
神
祗
舞
を
舞
う

舞
子
が
幣（
供
え
物
）を
供
え
ま

す
。
祭
典
が
終
わ
る
と
神
官
か

ら
幣
を
い
た
だ
い
て
神
楽
殿
に
持

ち
帰
り
、
八
幡
様
を
お
迎
え
し
、

神
楽
の
舞
を
披
露
し
ま
す
。
最

初
に
舞
う
の
が
、
神
祗
舞（
八
百

万
の
神
に
さ
さ
げ
る
）で
す
。
余

興
で
あ
る
神
楽
を
町
の
人
々
は
八

幡
様
と
一
緒
に
楽
し
み
、
秋
の
夜

長
が
ふ
け
て
い
く
の
で
す
。

当
地
に
は
、「
神
楽
門
前
湯
治

村
」と
い
う
他
に
は
な
い
娯
楽
施

設
が
あ
り
ま
す
。
生
で
迫
力
の
あ

る
神
楽
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
巨

大
神
楽
ド
ー
ム
や
天
然
ラ
ド
ン
温

泉
、
宿
泊
施
設
や
茶
店
が
軒
を
連

ね
、
昔
懐
か
し
い
街
並
み
が
楽
し

め
ま
す
。

年
中
神
楽
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
こ
の
施
設
も
い
い
で
す
が
、
神

楽
殿
で
舞
わ
れ
る
神
楽
は
秋
の
例

祭
日
だ
け
で
す
。

例
祭
日
に
美
土
里
町
に
足
を

運
ん
で
、
神
楽
殿
で
舞
う
神
楽
を

楽
し
ん
で
見
ん
さ
ら
ん
か
の
う
。

大
竹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　

  

事
務
局 

広
兼 

敏
史

海
に
は
100
ｍ
以
上
の
島
が
727
島
あ

り
、
な
か
で
も
一
番
多
い
142
島
が

広
島
県
に
は
あ
り
ま
す
。
ま
さ

に
、
多
島
美
を
愛
で
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

そ
の
島
の
一つ
、
１
周
６
㎞
の
大

芝
島
と
安
芸
津（
本
州
）を
結
ぶ

『
大
芝
大
橋
』は
、
県
内
で
24
番
目

の
大
き
さ
で
、
美
し
い
道
路
橋
で

す
。
平
成
10
年
に
、
橋
梁
・
鋼
構

造
工
学
で
の
優
れ
た
業
績
に
対
し

て
贈
ら
れ
る『
土
木
学
会
・
田
中

賞
』を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
県

内
で
受
賞
し
て
い
る
の
は
３
橋

で
、
他
に
は
海
田
大
橋（
海
田
町
）

と
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
大
橋（
三
原

市
）が
あ
り
ま
す
。

大
芝
島
は
中
国
エ
リ
ア
で
随
一

の
ビ
ワ
の
産
地
で
観
光
農
園
も
あ

り
、
橋
に
も
ビ
ワ
の
絵
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

安
芸
津
に
は
数
多
く
の
著
名

人
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
酒
の

神
様
と
し
て
称
え
ら
れ
て
い
る
三

浦
仙
三
郎
氏
は
有
名
で
す
。
安

芸
津
の
水
は
酒
造
に
適
し
て
い
な

い
軟
水
で
す
が
、
仙
三
郎
氏
は
軟

水
醸
造
法
を
大
成
し
、
広
島
酒
を

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
人
々
が
各
々
の
体

力
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

て
、
様
々
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
散
策
し
、
歩
く
こ
と
を
通
じ

て
健
康
の
維
持
増
進
が
図
ら
れ
る

と
共
に
街
の
雑
踏
や
様
々
な
ス
ト

レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
然
の
中

で
心
地
よ
い
潮
風
等
を
感
じ
な
が

ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、「
坂
町
悠
々
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
」
や
「
よ
う
よ
う

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」、
毎
年
約
二
千

人
が
参
加
さ
れ
る「
広
島
ベ
イ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」な
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
是
非
、
自
分
に
合
っ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
自
然
美

豊
か
な
坂
町
を
満
喫
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

昭
和
９
年
に
、
瀬
戸
内
海
・
雲

仙
・
霧
島
と
３
つ
の
国
立
公
園
が

誕
生
し
て
い
ま
す
が
、
安
芸
津
町

は
そ
の
一
つ
瀬
戸
内
海
国
立
公
園

の
海
に
面
し
て
い
ま
す
。
瀬
戸
内

隠
れ
た
わ
が
町
の

教
え

ち
�
ろ
!!

所
名

品
名

福
山
市（
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

十
三
の
神
楽
団
が
活
動
す
る

美
土
里
町

安
芸
高
田
市（
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

わ
ず
か
３
年
で
廃
城
の

憂
き
目
に
あ
っ
た
城

大
竹
市（
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

徳
川
幕
府
に
翻
弄
さ
れ
た

福
島
正
則

酒
の
神
様
と
称
え
ら
れ
た

三
浦
仙
三
郎
氏

合
併
前
の
町
民
憲
章
を

心
に
刻
ん
で

ブ
ラ
ボ
ー
な

「
ラ
グ
ビ
ー
か
ぼ
ち
ゃ
」

健
康
な
く
し
て
は

生
産
で
き
な
い「
く
わ
い
」

見
応
え
の
あ
る
西
尾
山
八
幡
神
楽

「
悠
々
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

ま
ち
」宣
言

坂
町（
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

土
木
学
会・田
中
賞
を
受
賞
、

『
大
芝
大
橋
』

東
広
島
市（
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

様
々
な
世
代・ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

対
応
し
た
多
様
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

心
地
よ
い
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

か
め
い
じ
ょ
う

い
に
し
え

や 

さ
か

ゆ
う
ゆ
う

じ
ん 

ぎ

ぬ
た

ぬ
た

か
ぐ
ら
も
ん
ぜ
ん
と
う
じ

む
ら 神

楽
が
い
つ
で
も
楽
し
め
る

「
神
楽
門
前
湯
治
村
」

か
ぐ
ら
も
ん
ぜ
ん
と
う
じ
む
ら

じ
ん 

ぎ

2023（令和5）年3月1日2023（令和5）年3月1日 「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（12）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（13）



福
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

  

事
務
局
長 

塚
本 

光
人

安
芸
高
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

美
土
里
町
愛
親
ク
ラ
ブ
会
長 

三
上 

啓

坂
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　会
長 

大
山 

一
雄

東
広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　安
芸
津
支
部 

原
田 

欣
二

昨
今
は
歴
史
ブ
ー
ム
と
も
い
わ

れ
て
お
り
、
全
国
２
万
か
所
以
上

あ
る
と
い
わ
れ
る
城
跡
巡
り
を
趣

味
と
す
る
方
も
多
い
そ
う
で
す
。

県
内
で
も
広
島
城
、
三
原
城
、
福

山
城
等
、
名
だ
た
る
お
城
も
多
い

中
、
実
は
大
竹
に
も
有
名
な
戦
国

大
名
が
築
い
た
お
城
が
に
あ
っ
た

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
名
を「
亀
居
城
」と
い
い

ま
す
。
時
は
関
ヶ
原
の
合
戦
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
敗
れ
た
西
軍

総
大
将
、
毛
利
輝
元
は
防
長
２
州

に
減
封
さ
れ
、
芸
備
２
州
は
福
島

正
則
が
治
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

毛
利
氏
と
領
地
を
接
す
る
こ

と
に
な
っ
た
福
島
正
則
は
、
安
芸

の
国
を
守
る
た
め
に
、
当
時
、
戦

略
上
の
要
衝
と
さ
れ
た
現
在
の
大

竹
市
小
方
の
海
沿
い
の
標
高
80

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
山
に
、
本
格
的

な
城
を
５
年
の
歳
月
を
か
け
て
完

成
さ
せ
ま
し
た（
１
６
０
８
年
）。

と
こ
ろ
が
、
築
城
わ
ず
か
３
年

で
徳
川
幕
府
の
命
を
受
け
破
却

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
な
ぜ

そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。「
広

島
城
の
支
城
に
し
て
は
あ
ま
り
に

も
巨
大
で
堅
固
で
あ
っ
た
た
め
、

徳
川
家
康
に
疑
念
を
持
た
れ
た
」

と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
そ
う

で
す
。

福
島
正
則
は
、
１
６
１
９
年
、

洪
水
で
被
害
を
受
け
た
広
島
城

の
石
垣
を
修
繕
し
た
と
こ
ろ
、
幕

府
に
無
断
で
行
っ
た
と
し
て
、
信

州
川
中
島
に
減
封
さ
れ
ま
し
た
。

豊
臣
恩
顧
の
大
名
で
あ
っ
た
の

で
、
徳
川
幕
府
に
と
っ
て
は
、
都

合
が
悪
い
存
在
だ
っ
た
の
で
は
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

破
却
か
ら
約
370
年
後
の
昭
和

50
年
代
に
は
天
守
台
や
石
垣
が

発
掘
さ
れ
、
そ
の
後
、
城
山
の
頂

上
付
近
は
史
跡
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
春
に

は
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
お
城
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
史
跡
公
園
の
近
く
に
駐

車
場
も
あ
り
ま
す
の
で
、
石
垣
や

頂
上
か
ら
の
眺
め
を
実
際
に
見
て

い
た
だ
け
る
と
、
古
の
お
城
の
イ

メ
ー
ジ
が
目
に
浮
か
ぶ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。
奇
し
く
も
、
今
年
の

N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
は「
ど
う

す
る
家
康
」で
す
。

徳
川
幕
府
に
翻
弄
さ
れ
た「
亀

居
城
」か
ら
見
下
ろ
せ
る
一
帯
は
、

幕
末
の
第
２
次
長
州
征
伐
の
激
戦

地
と
な
り
、
幕
府
軍
敗
走
の
端
緒

と
な
っ
た
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
歴
史
の
あ

る
大
竹
に
お
越
し
い
た
だ
け
る

と
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。心

地
よ
い
汗
を
か
い
た
後
は
、

大
竹
名
物
の
弥
栄
ま
ん
じ
ゅ
う
な

ど
で
腹
ご
し
ら

え
な
さ
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。（
来

て
つ
か
ぁ
さ
い
。

食
べ
て
つ
か
ぁ

さ
い
。）

坂
町
は
約
50
％
が
山
林
で
占
め

ら
れ
て
お
り
、
周
囲
は
約
７
㎞
の

海
岸
線
及
び
山
林
で
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。
海
岸
沿
い
に
は
島
影
の
美

し
い
広
島
港
の
風
景
が
広
が
り
、

四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
る
町
で
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を

活
か
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ

て
健
康
で
悠
々
と
し
た
心
豊
か
な

生
活
の
醸
成
を
目
指
そ
う
と
、
平

成
22
年
８
月
に
町
制
施
行
60
周

年
を
記
念
し
、「
坂
町
悠
々
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ま
ち
」宣
言
を

し
ま
し
た
。

広
島
港
を
望
む
平
成
ヶ
浜
地

区
を
中
心
に
、
歩
き
な
が
ら「
世

界
の
石
」を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
歩
行
者
専
用
道
路
や
、「
横
浜

公
園
」、「
さ
か
・
な
ぎ
さ
公
園
」、

夕
日
が
美
し
い
マ
リ
ン
リ
ゾ
ー
ト

「
ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂
」等
を

結
ぶ「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
」、
こ
れ
ら
既
存
の
公
園
等
と

「
小
屋
浦
い
こ
い
の
森
」、「
ふ
る

さ
と
自
然
の
み
ち
」更
に
瀬
戸
内

海
の
美
し
い
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
潮
風
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る「
水
尻
ベ
イ
サ
イ
ド
遊

歩
道
」や
坂
地
区
の
街
並
み
や
歴

史
資
源
で
あ
る
社
寺
、
城
跡
等
の

探
訪
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

「
天
神
堂
見
晴
ら
し
遊
歩
道
」等

七
つ
の
遊
歩
道
、
中
国
自
然
歩
道

を
有
機
的
に
結
び
、
町
内
全
域
の

緑
豊
か
な
景
観
・
自
然
や
歴
史
・

文
化
的
資
源
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
た「
二
十
一
世
紀
健
康
増
進
公

園
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

世
に
広
め
る
礎
を
築
き
ま
し
た
。

安
芸
津
に
あ
る
今
田
酒
造
で
は
、

珍
し
い
女
性
杜
氏
が
美
味
し
い
吟

醸
酒
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

安
芸
津
町
時
代
の
町
民
憲
章

の
一
番
目
に
、「
自
然
を
愛
し
、
美

し
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」と

あ
り
ま
す
が
、
町
民
は
そ
の
事
を

大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。

安
芸
津
で
風
景
の
良
い
場
所
に

は
、
赤
崎
海
岸
、
大
芝
町
、
正
福

寺
公
園
、
保
野
山
、
榊
山
公
園
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

海
岸
風
景
で
は
、
西
日
本
最
高

峰
の
石
鎚
山
が
眺
望
で
き
、
冬
場

に
は
海
面
に
下
位
蜃
気
楼
が
発
生

し
ま
す
。
平
成
19
年
に
は
西
日
本

で
最
初
の
国
道
185
号
が
風
景
街

道
に
任
命
さ
れ
て
、
さ
ざ
な
み
海

道
と
な
り
ま
し
た
。

風
景
だ
け
で
な
く
、
県
の
重
要

文
化
財
で
あ
る「
木
造
釈
迦
如
来

坐
像
」も
誇
れ
る
仏
像
の
一
つ
で

す
。
室
町
時
代
中
期（
15
世
紀
）

の
作
と
言
わ
れ
て
お
り
、
立
花
地

区
の
観
音
堂（
神
通
殿
）に
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
書
き
足
り
ま
せ
ん

が
、
県
内
外
の
皆
さ
ま
、
素
晴
し

い
安
芸
津
町
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

わ
が
町
の
名
所
名
品
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ
ば
一
目
瞭

然
で
す
。
時
代
は
千
変
万
化
の
様

を
呈
し
て
お
り
、
今
回
は『
わ
が

市
老
連
メ
ン
バ
ー
の
隠
れ
た
お
す

す
め
名
産
を
教
え
ち
ゃ
ろ
！
』を

投
稿
仕
る
の
で
、「
た
た
く
」よ
り

「
た
た
え
合
お
う
」の
精
神
で
、
ご

容
赦
あ
れ
。

一
つ
目
は
、
市
北
部
の
新
市
町

の
自
宅
脇
の
畑（
５
畝
）で
、
ス
イ

カ
や
メ
ロ
ン
と
と
も
に
春
先
に
苗

を
植
え
、
秋
に
収
穫
す
る「
ラ
グ

ビ
ー
か
ぼ
ち
ゃ
」で
す
。

１
本
の
苗
か
ら
10
個
程
度
が
収

穫
で
き
、
今
年
も
100
個
は
で
き
た

と
、
事
務
局
へ
持
参
さ
れ
た
新
市

学
区
連
合
会
の
平
田
会
長
。
知

り
合
い
の
農
園
主
か
ら「
お
い
し

い
か
ら
、
ま
あ
植
え
て
み
ろ
！
」

と
言
わ
れ
て
数
年
前
に
初
め
て
植

え
た
そ
う
で
す
。

一
般
的
な
か
ぼ
ち
ゃ
に
比
べ
て

と
に
か
く
甘
み
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
、
早
速
半
信
半
疑
で
事
務
局

職
員
宅
で
料
理
。
そ
の
味
は
、
ま

さ
に「
ブ
ラ
ボ
ー
！
」「
ア
ッ
パ
レ

を
ふ
た
つ
！
」で
し
た
。
正
式
に

は
、
こ
の
か
ぼ
ち
ゃ
は「
ロ
ロ
ン
か

ぼ
ち
ゃ
」と
言
い
、
14
年
前
に
販

売
さ
れ
た
も
の
で
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー

ル
形
の
ユ
ニ
ー
ク
な
形
を
し
た
南

京
の
品
種
で
す
。

育
成
者
の「
ロ
マ
ン
」と
食
味

が「
マ
ロ
ン
」の
よ
う
な
甘
さ
と
美

味
し
さ
を
持
つ
こ
と
が
由
来
だ
そ

う
で
す
。

二
つ
目
は
、
市
南
部
の
熊
野
町

で
、
２
反
と
５
反
の
畑
で「
く
わ

い
」と「
レ
ン
コ
ン
」を
生
産
す
る

熊
野
学
区
会
長
の
南
原
さ
ん
。

11
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬
に

か
け
て
は「
く
わ
い
」を
、
８
月
中

旬
か
ら
１
月
に
か
け
て
は「
レ
ン

コ
ン
」を
収
穫
し
、
市
内
の
ス
ー

パ
ー
や
市
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
実
績
は
、
く
わ
い
８
年
と

レ
ン
コ
ン
３
年
。
レ
ン
コ
ン
生
産

者
は
、
地
域
で
は
も
う
２
軒
し
か

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
貴

重
な
生
産
者
さ
ん
で
す
。
ホ
ー
ス

と
ポ
ン
プ
送
水
に
よ
る
水
圧
で
掘

る
作
業
は
、
ま
さ
に
泥
だ
ら
け
の

作
業
で
、
健
康
で
な
い
と
で
き
ま

せ
ん
よ
ね
。

ち
な
み
に
、
ク
ワ
イ
は
福
山
市

が
日
本
一
の
生
産
で
全
国
の
６
割

を
・・・
。

わ
が
町
美
土
里
町
は
昔
か
ら

神
楽
が
盛
ん
で
、
十
三
も
の
神
楽

団
が
あ
り
、
盛
ん
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
地
域
の
神
楽
は
石
見

神
楽
が
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
、

芸
北
地
方
に
広
ま
っ
た
も
の
の
一

つ
で
す
。

戦
前（
太
平
洋
戦
争
）は
、
高

田
舞
と
呼
ば
れ
て
人
気
が
あ
り
ま

し
た
。
敗
戦
後
は
、
G
・
H
・
Q

が
出
し
た
神
道
指
令
に
よ
っ
て
舞

え
な
く
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
す

が
、
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て

上
演
が
許
可
さ
れ
、
今
に
至
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
創
作
さ
れ
た
演
目

が
新
舞
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
が
今
で

は
主
流
と
な
り
、
神
楽
団
が
東
京

や
大
阪
に
出
か
け
て
舞
い
、
評
判

を
呼
ん
で
い
ま
す
。

美
土
里
町
は
、
南
に
横
田
・
本

郷
、
大
き
な
峠
を
越
え
て
北
に

北
・
生
桑
と
四
つ
の
地
区
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
小
さ
な
町
に
八
幡
さ

ん
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る

神
社
が
十
社
も
あ
り
ま
す
。
町

の
神
楽
団
が
活
動
の
拠
点
に
し
て

い
る
の
が
、
八
幡
神
社
の
神
楽
殿

な
の
で
す
。

自
分
た
ち
の
神
楽
を
津
間
八

幡
神
楽
と
か
川
角
山
八
幡
神
楽

と
い
う
よ
う
に
、
拠
点
と
し
て
い

る
神
社
の
名
称
を
つ
け
て
呼
ん
で

い
ま
す
。
便
宜
的
に
つ
け
た
わ
け

で
は
な
く
、
も
と
も
と
宮
神
楽
で

あ
っ
た
石
見
神
楽
を
継
承
し
、
今

も
忠
実
に
守
っ
て
い
る
こ
と
を
表

し
て
い
ま
す
。

北
地
区
に
あ
る
西
尾
山
八
幡

神
社
は
、
四
つ
の
神
楽
団
が
拠
点

と
し
て
い
ま
す
。
本
殿
は
元
禄
元

年
に
建
て
ら
れ
、
美
土
里
町
で
は

最
古
の
木
造
建
築
で
あ
り
、
市
の

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

本
殿
か
ら
石
段
を
降
り
た
境

内
に
は
、
本
殿
と
対
面
す
る
よ
う

に
神
楽
殿
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神

楽
殿
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
仕
掛
け

が
あ
り
、
演
目
に
よ
っ
て
は
舞
台

の
左
側
に
花
道
を
つ
け
る
工
夫
が

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
お
そ
ら
く

は
、
日
本
全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
、

花
道
を
つ
け
る
神
楽
殿
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

五
穀
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
と
、

八
幡
様
の
例
祭
日
は
大
変
な
賑

わ
い
と
な
り
ま
す
。
四
つ
の
神
楽

団
の
奉
納
神
楽
が
あ
る
か
ら
で

す
。祭

典
で
は
、
氏
子
代
表
と
し
て

神
楽
で
最
初
に
神
祗
舞
を
舞
う

舞
子
が
幣（
供
え
物
）を
供
え
ま

す
。
祭
典
が
終
わ
る
と
神
官
か

ら
幣
を
い
た
だ
い
て
神
楽
殿
に
持

ち
帰
り
、
八
幡
様
を
お
迎
え
し
、

神
楽
の
舞
を
披
露
し
ま
す
。
最

初
に
舞
う
の
が
、
神
祗
舞（
八
百

万
の
神
に
さ
さ
げ
る
）で
す
。
余

興
で
あ
る
神
楽
を
町
の
人
々
は
八

幡
様
と
一
緒
に
楽
し
み
、
秋
の
夜

長
が
ふ
け
て
い
く
の
で
す
。

当
地
に
は
、「
神
楽
門
前
湯
治

村
」と
い
う
他
に
は
な
い
娯
楽
施

設
が
あ
り
ま
す
。
生
で
迫
力
の
あ

る
神
楽
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
巨

大
神
楽
ド
ー
ム
や
天
然
ラ
ド
ン
温

泉
、
宿
泊
施
設
や
茶
店
が
軒
を
連

ね
、
昔
懐
か
し
い
街
並
み
が
楽
し

め
ま
す
。

年
中
神
楽
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
こ
の
施
設
も
い
い
で
す
が
、
神

楽
殿
で
舞
わ
れ
る
神
楽
は
秋
の
例

祭
日
だ
け
で
す
。

例
祭
日
に
美
土
里
町
に
足
を

運
ん
で
、
神
楽
殿
で
舞
う
神
楽
を

楽
し
ん
で
見
ん
さ
ら
ん
か
の
う
。

大
竹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　

  

事
務
局 

広
兼 

敏
史

海
に
は
100
ｍ
以
上
の
島
が
727
島
あ

り
、
な
か
で
も
一
番
多
い
142
島
が

広
島
県
に
は
あ
り
ま
す
。
ま
さ

に
、
多
島
美
を
愛
で
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

そ
の
島
の
一つ
、
１
周
６
㎞
の
大

芝
島
と
安
芸
津（
本
州
）を
結
ぶ

『
大
芝
大
橋
』は
、
県
内
で
24
番
目

の
大
き
さ
で
、
美
し
い
道
路
橋
で

す
。
平
成
10
年
に
、
橋
梁
・
鋼
構

造
工
学
で
の
優
れ
た
業
績
に
対
し

て
贈
ら
れ
る『
土
木
学
会
・
田
中

賞
』を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
県

内
で
受
賞
し
て
い
る
の
は
３
橋

で
、
他
に
は
海
田
大
橋（
海
田
町
）

と
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
大
橋（
三
原

市
）が
あ
り
ま
す
。

大
芝
島
は
中
国
エ
リ
ア
で
随
一

の
ビ
ワ
の
産
地
で
観
光
農
園
も
あ

り
、
橋
に
も
ビ
ワ
の
絵
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

安
芸
津
に
は
数
多
く
の
著
名

人
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
酒
の

神
様
と
し
て
称
え
ら
れ
て
い
る
三

浦
仙
三
郎
氏
は
有
名
で
す
。
安

芸
津
の
水
は
酒
造
に
適
し
て
い
な

い
軟
水
で
す
が
、
仙
三
郎
氏
は
軟

水
醸
造
法
を
大
成
し
、
広
島
酒
を

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
人
々
が
各
々
の
体

力
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

て
、
様
々
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
散
策
し
、
歩
く
こ
と
を
通
じ

て
健
康
の
維
持
増
進
が
図
ら
れ
る

と
共
に
街
の
雑
踏
や
様
々
な
ス
ト

レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
然
の
中

で
心
地
よ
い
潮
風
等
を
感
じ
な
が

ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、「
坂
町
悠
々
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
」
や
「
よ
う
よ
う

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」、
毎
年
約
二
千

人
が
参
加
さ
れ
る「
広
島
ベ
イ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」な
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
是
非
、
自
分
に
合
っ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
自
然
美

豊
か
な
坂
町
を
満
喫
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

昭
和
９
年
に
、
瀬
戸
内
海
・
雲

仙
・
霧
島
と
３
つ
の
国
立
公
園
が

誕
生
し
て
い
ま
す
が
、
安
芸
津
町

は
そ
の
一
つ
瀬
戸
内
海
国
立
公
園

の
海
に
面
し
て
い
ま
す
。
瀬
戸
内

隠
れ
た
わ
が
町
の

教
え

ち
�
ろ
!!

所
名

品
名

福
山
市（
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

十
三
の
神
楽
団
が
活
動
す
る

美
土
里
町

安
芸
高
田
市（
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

わ
ず
か
３
年
で
廃
城
の

憂
き
目
に
あ
っ
た
城

大
竹
市（
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

徳
川
幕
府
に
翻
弄
さ
れ
た

福
島
正
則

酒
の
神
様
と
称
え
ら
れ
た

三
浦
仙
三
郎
氏

合
併
前
の
町
民
憲
章
を

心
に
刻
ん
で

ブ
ラ
ボ
ー
な

「
ラ
グ
ビ
ー
か
ぼ
ち
ゃ
」

健
康
な
く
し
て
は

生
産
で
き
な
い「
く
わ
い
」

見
応
え
の
あ
る
西
尾
山
八
幡
神
楽

「
悠
々
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

ま
ち
」宣
言

坂
町（
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

土
木
学
会・田
中
賞
を
受
賞
、

『
大
芝
大
橋
』

東
広
島
市（
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

様
々
な
世
代・ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

対
応
し
た
多
様
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

心
地
よ
い
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

か
め
い
じ
ょ
う

い
に
し
え

や 

さ
か

ゆ
う
ゆ
う

じ
ん 

ぎ

ぬ
た

ぬ
た

か
ぐ
ら
も
ん
ぜ
ん
と
う
じ

む
ら 神

楽
が
い
つ
で
も
楽
し
め
る

「
神
楽
門
前
湯
治
村
」

か
ぐ
ら
も
ん
ぜ
ん
と
う
じ
む
ら

じ
ん 

ぎ

2023（令和5）年3月1日2023（令和5）年3月1日 「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（12）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（13）



車内での
転倒事故の防止に
ご理解と

ご協力をお願い
いたします。

走行中、やむをえず急ブレーキを
かける場合があります。

公益社団法人  広島県バス協会

●乗車中は着席しましょう。
●満席で立っている場合は手すり、つり革に
　しっかりつかまりましょう。
●降車・席の移動・両替などで
　席を立つのはバスが完全に
　停車してからお願いします。

バスの車内事故は、バスの
発進時や停車時に発生する
ケースが圧倒的に多く、特に、
被害にあわれる方の約８割が
高齢の女性の方です。
ご高齢の方は、転倒しやすく、
また、転倒すると大けがをし
やすいためご注意ください。

バスが止まり扉が開いてから席をお立ちください。

バスがつなぐ、
わたしたちの街。

なくそ
う！

あせらなくても大丈夫！

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

読
者
か
ら
の
ひ
と
こ
と

●
子
ど
も
の
頃
か
ら
、ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
入
団
し

リ
ー
ダ
ー
等
を
し
て
い
た
の
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

合
言
葉
「
一
日
一
善
」
が
大
好
き
な
お
ば
さ
ん
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
お
世
話
も
、自
分
の
た
め
に
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
配
り
物
を
す
る
の
は
運
動
、

お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
は
認
知
症
予
防
」
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。会
員
の
方
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、そ
し
て

喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
ま
だ
ま
だ
頑
張
れ
ま
す
！

（
呉
市
　
川
口 

好
子
さ
ん
）

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
賞
品
、ク
オ
カ
ー
ド
を
受

け
取
り
ま
し
た
。お
嫁
ち
ゃ
ん
い
わ
く「
コ
ン
ビ
ニ
で

も
使
え
ま
す
か
？
」
。そ
れ
を
聞
い
た
孫
が
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、ロ
ー
ソ
ン
に
行
こ
う
！
」
と
早
速
近
寄
っ

て
き
ま
し
た
。　
　 

（
福
山
市
　
松
岡 

広
子
さ
ん
）

●
こ
の
「
ひ
ろ
し
ま
県
老
連
」
を
拝
見
し
て
、100
歳
の

方
が
元
気
で
ハ
ツ
ラ
ツ
輝
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を

知
り
、と
て
も
活
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。病
気
の

〝
問
屋
〞で
あ
る
私
、病
気
な
ん
か
に
負
け
て
い
ら
れ

ま
せ
ん
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
廿
日
市
市
　
高
橋 

幸
子
さ
ん
）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

はがきに答え、住所、クラブ名、氏名、電話番号を必ず明記の上、下記までお送りください。正解者
には抽選で、クオカード（1,000円分）を20名様にお送りいたします。発表は景品の発送をもって
かえさせていただきます。ご応募お待ちしております。

102号クロスワード
正解は「あかとんぼ」でした。

244人の応募がありました。
抽選の結果、〔クオカード（1,000円分）〕を20人にお送りしております。

〒732-0816 広島市南区比治山本町12-2（広島県社会福祉会館内）
（公財）広島県老人クラブ連合会 事務局

応募締切 8月10日

103号クロスワード応募要項

宛先

タテとヨコのカギを解いて■に
入ることばを見つけてください。ク ロ ス ワ ー ドパズル

詰め将棋

詰め碁

チャレンジしてみませんか？

1

5

6

2

9

4

7

3

8

タテのカギ
書いてはいけない所に
いたずら書きすること。
東から吹いてくる風。
針金を編んで作った網。
自分の子。小さい幼いもの。
刀を納め、おおっておく入れ物。

2.

3.
4.
5.
8.

むき出しでかくされていない様子。
値打ち。品物の良し悪し。
工作などに使う小さな刃物。ナイフ。
粘土を焼成して作った素焼きの容器。
夜が明けてしばらくの間。
酒を飲ませる店。居酒屋。

1.
4.
5.
6.
7.
9.

ヨコのカギ5　4　3　2　1
一

二

三

四

五

六

香

歩

玉

歩

飛

桂

と
持
駒 

飛

提
供
：
将
棋
の
総
合
情
報
サ
イ
ト「
将
棋
タ
ウ
ン
」

　
　   

【
今
週
の
や
さ
し
い
３
手
詰
】よ
り

玉
の
動
け
る
所
は
な
い
が
、へ
た
な
王

手
は
逆
に
玉
を
逃
が
し
て
し
ま
う
。

提
供
：
日
本
棋
院
広
島
県
本
部

粘
り
を
与
え
ず
。

﹇
出
題
者
﹈ 

山
本 

賢
太
郎 

六
段

黒
先
白
死

山
茶
花
や 
ひ
と
ひ
ら
ご
と
に 

庭
を
染
め

呉
市
　
橋
本 

千
佐
子

コ
ス
モ
ス
と 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で
バ
ン
ザ
イ

呉
市
　
平
原 

忠
司

防
寒
に 

マ
ス
ク
外
せ
ぬ 

冬
が
来
る

竹
原
市
　
実
藤 

三
郎

秋
風
が 

吹
か
ぬ
か 

寒
空
に 

チ
ョ
ウ
の
舞

竹
原
市
　
坂
田 

智
子

遠
来
の 

蝶
の
乱
舞
や 

藤
袴

三
原
市
　
兼
田 

清
子

川
霧
の 

よ
せ
合
う
鴨
の 

い
じ
ら
し
さ

福
山
市
　
井
上 

須
美
子

狭
庭
に
も 

冬
芽
の
息
吹 

そ
こ
こ
こ
に

福
山
市
　
井
上 

ト
シ
子

ウ
ォ
ー
ク
に 

朝
の
三
日
月 

真
上
か
ら

福
山
市
　
元
谷 

和
子

秋
晴
れ
が 

久
松
城
を 

つ
つ
み
こ
み

福
山
市
　
向
井 

博
司

水
車
小
屋 

乃
ど
か
な
春
に 

米
白
く

福
山
市
　
谷
本 

泰
之

吾
亦
紅 

母
の
墓
の 

道
に
あ
り

三
次
市
　
藤
本 

は
す
恵

冬
来
て
も 

草
木
は
強
く 

生
き
の
び
る

東
広
島
市
　
中
津 

ユ
キ
ヱ

花
の
宴 

笑
ひ
す
ぎ
た
る 

夜
の
孤
独

府
中
町
　
大
久
保 

信
子

霜
柱 

踏
ん
で
体
力 

一
万
歩

安
芸
太
田
町
　
栗
栖 

三
男

新
茶
摘
み 

友
交
活
動 

く
ば
り
行
く

神
石
高
原
町
　
竹
中 

藤
子

米
寿
す
ぎ 
ミ
ス
が
増
え
て
も 

ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ

呉
市
　
橋
本 

千
佐
子

夫
婦
で
も 

言
っ
て
は
な
ら
ぬ 

言
葉
あ
り

呉
市
　
佐
川 

千
里

節
電
で 

あ
っ
た
か
グ
ッ
ズ 

お
買
い
上
げ

呉
市
　
小
林 
節
子

レ
ジ
横
の 

ス
イ
ー
ツ
私
を 

誘
惑
す

呉
市
　
吉
松 

治
子

晩
酌
を 

減
ら
せ
と
妻
の 

物
価
高

竹
原
市
　
実
藤 

三
郎

年
は
年 

若
く
見
え
て
も 

消
え
ぬ
シ
ワ

竹
原
市
　
坂
田 

智
子

ゆ
や
ゆ
よ
ん 

天
声
人
語 

楽
し
か
り

福
山
市
　
元
谷 

和
子

先
祖
の
地 

ソ
ー
ラ
ー
置
い
て 

お
詫
び
す
る

福
山
市
　
谷
本 

泰
之

オ
ペ
受
け
る 

こ
の
身
は
ナ
ー
ス
に 

委
ね
た
り

福
山
市
　
髙
橋 

博
子

失
言
で 

消
せ
ぬ
消
ゴ
ム 

あ
り
は
せ
ぬ

東
広
島
市
　
中
津 

ユ
キ
ヱ

秋
深
し 

介
護
認
定 

手
続
き
す

府
中
市
　
桑
田 

ゆ
う
子

公
園
の 

ハ
ト
も
平
和
が 

好
き
で
住
む 

江
田
島
市
　
問
可 

圧
子

投
稿
せ
よ
と 

年
賀
の
あ
ま
り 

集
ま
り
て

江
田
島
市
　
槇
本 

か
お
る

背
は
縮
み 

そ
の
分
横
に 

ひ
ろ
が
り
ぬ

江
田
島
市
　
堀
部 

み
ど
り

ボ
ン
タ
ン
ア
メ 

美
味
し
い
け
れ
ど 

歯
に
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猫
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っ
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ロ
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携
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。
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「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（14）2023（令和5）年3月1日2023（令和5）年3月1日「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（15）



車内での
転倒事故の防止に
ご理解と

ご協力をお願い
いたします。

走行中、やむをえず急ブレーキを
かける場合があります。

公益社団法人  広島県バス協会

●乗車中は着席しましょう。
●満席で立っている場合は手すり、つり革に
　しっかりつかまりましょう。
●降車・席の移動・両替などで
　席を立つのはバスが完全に
　停車してからお願いします。

バスの車内事故は、バスの
発進時や停車時に発生する
ケースが圧倒的に多く、特に、
被害にあわれる方の約８割が
高齢の女性の方です。
ご高齢の方は、転倒しやすく、
また、転倒すると大けがをし
やすいためご注意ください。

バスが止まり扉が開いてから席をお立ちください。

バスがつなぐ、
わたしたちの街。
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あせらなくても大丈夫！

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。
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はがきに答え、住所、クラブ名、氏名、電話番号を必ず明記の上、下記までお送りください。正解者
には抽選で、クオカード（1,000円分）を20名様にお送りいたします。発表は景品の発送をもって
かえさせていただきます。ご応募お待ちしております。

102号クロスワード
正解は「あかとんぼ」でした。

244人の応募がありました。
抽選の結果、〔クオカード（1,000円分）〕を20人にお送りしております。

〒732-0816 広島市南区比治山本町12-2（広島県社会福祉会館内）
（公財）広島県老人クラブ連合会 事務局

応募締切 8月10日

103号クロスワード応募要項
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タテとヨコのカギを解いて■に
入ることばを見つけてください。ク ロ ス ワ ー ドパズル
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チャレンジしてみませんか？
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無料体験
グループ募集中！

ひろしまGENKI 体操とは ひろしまGENKI 体操 出張講座 体験グループ募集中
●地域での様々な集まり・老人クラブなど10人以上のグループ
●おおむね60歳以上の方対象
　※会場はお手配ください。　※1時間～2時間、ご希望に応じます。
　※体験後、継続をご希望の場合は、ご相談に応じます。
　※血圧によって受講できない場合があります。

健康寿命を延ばすこと（認知力アップ）を目的に、生協ひろしま
と広島大学で共同研究をすすめている体操プログラムです。
「脳トレ」「筋トレ」「骨トレ」プラス「心トレ（参加者同士のコミュ
ニケーション）」の４つで構成しています。

生協ひろしま 組合員サービスセンターお申し込み
お問い合わせは

月～金 8:30～21:00
土 8:30～19:00

受付
時間0120-500-935

３密を避けて開催します。●参加前に検温、マスクの着用、消毒をお願いしています。●換気を行います。

対象

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。 私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

詰め碁【解答】

4
3

1
2

5

全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
創
立
60

周
年
記
念
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、

令
和
４
年
11
月
８
日

（
火
）、
東
京
・
両
国

の
国
技
館
に
お
い

て
、天
皇
皇
后
両
陛

下
の
ご
臨
席
を
仰

ぎ
、全
国
か
ら
老
人

ク
ラ
ブ
代
表
者
850

名
の
参
加
の
も
と
に

盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
広
島
県

老
連
か
ら
は
表
彰
を

受
け
ら
れ
る
方
を

含
め
12
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

第
１
部
式
典
で
は
、
清
家
篤

全
老
連
会
長
か
ら
、表
彰
を
受

け
ら
れ
る
方
々
の
長
年
に
わ
た

る
功
績
に
対
し
て
深
甚
な
る
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
私
た

ち
高
齢
者
が
自
ら
の
意
欲
と
能

力
に
応
じ
て
社
会
の
一
員
と
し

て
の
役
割
を
担
い
、
明
る
く
豊

か
な
長
寿
社
会
を
実
現
す
る
よ

う
創
立
60
周
年
を
新
た
な
門
出

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」

と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
臨
席
さ
れ
た
天
皇
陛
下
か

ら
は「
お
こ
と
ば
」を
賜
り
ま
し

た
。（
次
頁
掲
載
）

続
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
が
行
わ
れ
、
育
成
功
労
者
・

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
・
優
良
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
に
対
し
て
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
代
表
者
に
表

彰
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
広
島

県
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の

は
育
成
功
労
者
が
お
二
人
、
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
が一ク
ラ
ブ
、優

良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
一
連

合
会
で
す
。

一
方
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
表
彰
で
は
、全
老
連

会
長
清
家
篤
氏
か
ら
同
じ
く
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
広

島
県
か
ら
は
育
成
功
労
と
し
て

お
二
人
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
と

し
て一ク
ラ
ブ
、優
良
郡
市
区
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
一

連
合
会
、
永
年
勤
続
の
お
一
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
次
ペ
ー

ジ
名
簿
参
照
）

来
賓
の
祝
辞
、被
表
彰
者
代

表
か
ら
の
謝
辞
の
後
、
大
会
宣

言
が
朗
読
さ
れ
満
場
の
拍
手
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
全
日
本
相
撲
甚
句

協
会
に
よ
る
相
撲
甚
句
が
披
露

さ
れ
、
会
場
に
高
ら
か
に
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
作
家
阿
刀
田
高

氏
に
よ
る「
老
い
て
こ
そ
ユ
ー

モ
ア
」と
題
し
た
記
念
講
演
が

行
わ
れ
、
全
日
程
が
終
了
し
ま

し
た
。

（公財）広島県老人クラブ連合会発　行 ：
〒732-0816 広島市南区比治山本町12-2
（広島県社会福祉会館内）
TEL 082-254-1900 FAX 082-256-2228

株式会社 タカトープリントメディア
広島市中区千田町3丁目2-30 TEL 082-244-1110(代)

編　  集 ：

「ひろしま県老連」も、２年ぶりに通常の
発行ペースを取り戻すことができました。
新型コロナに翻弄された日々は、月日の

流れとともにやがて記憶の奥底に追いやら
れていくことでしょう。
会員の減少が続く老人クラブですが、我

慢の日々から学んだことを生かし、「出会
い」「支え合い」の仲間の輪を広げ、いつま
でも地域の元気の素であり続けたいもの
です。

編集後記

5　4　3　2　1
一

二

三

四

五

六

玉

飛
歩

飛
香

歩

と
詰め将棋【解答】
２二桂成・同玉・２三飛まで３
手詰。
初手３一飛は同飛・同と・同
玉で、また２三飛と上から
打つのも、２二歩と合駒さ
れ、同桂成・同飛・同飛成・
同玉で、一枚足りない。
そこで最初に２二桂成と成
り捨てるのが軽手。同飛なら３一飛と打って詰み。同玉な
ら図のように２三飛と打って詰みとなる。

老人クラブは、
あなたと地域の元気を応援します！

*仲間づくり
支え合い、喜び合える
仲間との出会いが宝物

*健康づくり
運動もおしゃべりも、
仲間がいれば長続き

*生きがいづくり
旅行にカラオケ、仲間
同士で楽しさ倍増

*友愛訪問
一人暮らしもお互い様、
声掛け合って今日も笑顔

*奉仕活動
ボランティア活動は、地域
や仲間への恩返し

*世代間交流
培った知恵や文化は、次の
世代へバトンタッチ

老人クラブは、『のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを』をメインテーマに、

「健康」「友愛」「奉仕」の活動に取り組んでいます。
人生100年時代、生きがいと健康づくりを地域の同世代の仲間と共に始めませんか。

老人クラブについては、下記までお気軽にお問い合せ下さい。

公益財団法人 広島県老人クラブ連合会
TEL 082（254）1900 FAX 082（256）2228

①とスペースを縮め③の
ホウリコミが白に粘りを
与えないようにする大
切な一手⑤と冷静にヒキ
決着。

昭和印刷株式会社
〒700-0942 岡山市南区豊成3-1-27
TEL 086-264-6110 FAX 086-262-5096

広告・印刷 ：

地域と福祉をささえる
老人クラブ広報誌

電子メールアドレス ▲ rorenhir@lime.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ▲ http://hiro-kenrouren.sakura.ne.jp/ ひろしま県老連は、高齢者のさまざまな活動を応援します。

第103号
令和5（2023）年3月1日

●今号の主な内容
2

3

4

5

6

7

8

11

12

14

全国老人クラブ連合会
創立60周年記念全国老人クラブ大会が開催

天皇皇后両陛下ご臨席

創立60周年記念全国老人クラブ大会／表彰者名簿

若手委員会総会・研修会／リーダー養成研修会

マイタウン老連／県老連会議報告／上半期主要行事予定
活性化を目指して／活動賞（仲間づくり）を受賞
私の健康法／保健医療コラム
教えちゃろ!! 隠れたわが町の名所名品
読者ひろば 楽々喜々

令和４年度広島県老人クラブ大会
理事長表彰等表彰者名簿／大会宣言

理事長杯グラウンド・ゴルフ大会
広島県老人クラブゲートボール大会

市町老連会長会議・研修会／高齢者の健康づくり・生活
支援セミナー／健康福祉祭／新設クラブの紹介

（50音順）

広島県老人クラブ連合会
積極的なご利用をお願い致します。

株式会社イトメン
株式会社メンテックワールド
呉市海事歴史科学館 大和ミュージアム
公益財団法人 渋谷育英会
公益社団法人 広島県バス協会
住宅金融支援機構
生協ひろしま
広島県行政書士会
広島市国民宿舎 湯来ロッジ

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（16）2023（令和5）年3月1日


